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］
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上
野
三
碑
の
一
つ
で
あ
る
金
井
沢
碑
文
に
は
、
戸
籍
書
式
、
古
い
系
譜
様
式
、
新
た
に
流
入
し
た

仏
教
的
祖
先
観
、
供
養
願
文
書
式
等
の
複
合
的
影
響
が
み
ら
れ
る
。
金
井
沢
碑
お
よ
び
山
上
碑
の
建

立
地
は
多
胡
郡
（
旧
片
岡
郡
）
山
部
郷
で
あ
り
、
そ
こ
が
広
義
（
異
姓
の
双
系
血
縁
者
を
含
む
）
の

「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
本
拠
地
だ
っ
た
。「
現
在
侍
家
刀
自
他
田
君
目
頬
刀
自
」
は
、「
三
家
子
□
」（
願

主
）
の
「
妻
」
で
は
な
く
、「
仏
説
盂
蘭
盆
経
」
に
い
う
「
現
在
父
母
」
の
一
人
と
し
て
、「
三
家
子

□
」
の
現
存
す
る
「
母
」
の
可
能
性
を
も
含
む
母
世
代
の
近
親
老
女
で
あ
り
、「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
長

老
女
性
だ
っ
た
、
と
推
定
さ
れ
る
。
「
加
那
刀
自
」
は
「
目
頬
刀
自
」
の
児
で
は
な
く
、「
三
家
子

□
」
の
「
児
」
で
あ
り
、「
物
部
午
足
」
キ
ョ
ウ
ダ
イ
も
「
三
家
子
□
」
の
「
孫
」（
加
那
刀
自
ま
た

は
そ
の
姉
妹
の
子
）
で
あ
る
。

　

七
世
紀
末
ま
で
の
豪
族
層
は
、
伝
承
的
始
祖
と
子
孫
を
直
結
す
る
氏
族
の
系
譜
意
識
と
、
双
系
的

父
母
に
つ
ら
な
る
身
近
な
血
縁
意
識
の
並
存
の
中
で
生
き
て
い
た
。
仏
教
用
語
「
七
世
父
母
現
在
父

母
」
は
そ
こ
に
新
た
な
祖
先
観
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
ず
、
旧
来
の
系
譜
語
り
と
重
ね
合
わ

せ
る
形
で
受
容
さ
れ
た
。
七
世
紀
後
半
公
定
な｢

三
家｣

姓
（
父
系
）
の
枠
組
み
と
、
現
実
の
双
系

的
一
族
結
合
（
異
姓
者
を
含
む
）
と
の
ズ
レ
に
、
国
家
的
諸
制
度
と
仏
教
的
祖
先
観
の
浸
透
が
重
な

り
、
地
域
社
会
に
お
け
る
祖
先
観
は
変
容
し
て
い
っ
た
。
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
の
こ
う
し

た
実
相
を
考
え
る
上
で
、
金
井
沢
碑
と
山
上
碑
は
好
個
の
資
料
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
金
井
沢
碑
、
山
上
碑
、
御
野
国
戸
籍
、
祖
先
観
、
刀と

自じ

（
長
老
女
性
）

金
井
沢
碑
の「
現
在
侍
家
刀
自
」再
考

義
江
明
子
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❸
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／
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の
疑
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は
じ
め
に
―
考
察
の
前
提

　

近
年
ユ
ネ
ス
コ
『
世
界
の
記
憶
』
に
登
録
さ
れ
た
上
野
三
碑
の
一
つ
金
井
沢
碑

（
（
（

に

は
、
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
の
年
紀
を
も
つ
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
内
容
は
、

“
三
家
〟
一
族
の
「
知
識
」
に
よ
る
「
七
世
父
母
現
在
父
母
」
の
た
め
の
供
養
願
文

で
あ
る
。
古
代
東
国
の
豪
族
層
の
一
族
結
合
、
仏
教
的
祖
先
観
の
あ
り
よ
う
を
う
か

が
う
上
で
の
、
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
る
。
碑
文
の
文
字
の
判
読
、
読
解
、
人
名
相
互

の
系
譜
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
多
く
の
先
行
諸
説
が
あ
る
。
三
碑
の
他
の
二
つ
、
山
上

碑
（
（
（

・
多
胡
碑
と
の
関
連
の
有
無
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　

多
く
の
論
点
が
あ
る
中
で
本
稿
で
は
、
と
り
わ
け
解
釈
の
わ
か
れ
て
き
た
「
現

在
侍
家
刀
自
」
の
意
味
と
系
譜
上
で
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
り
、
再
考
を
試
み
た
い
。

三
〇
年
以
上
前
に
「
刀
自
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
際
に
「
現
在
侍
家
刀
自
」
の
系
譜

復
元
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
〔
義
江
明
子
二
〇
〇
七
b
、
五
五
頁
〕、
そ
の
後
の
文
字

判
読
お
よ
び
銘
文
書
式
を
め
ぐ
る
新
た
な
研
究
動
向
に
接
し
て
、
再
検
討
の
必
要
を

感
じ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
提
示
す
る
新
た
な
復
元
案
に
よ
れ
ば
、「
現

在
侍
家
刀
自
」
の
位
置
づ
け
は
、
東
国
豪
族
層
の
一
族
結
合
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る

上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
ま
た
、
氏
族
の
旧
来
の
系
譜
観
念
が
仏
教
的
に
変
容
し

て
い
く
過
程
に
つ
い
て
も
、
問
題
提
起
を
試
み
た
い
。

　

考
察
の
前
提
と
し
て
、
拙
論
を
含
む
関
連
先
行
研
究
の
成
果
か
ら
、
以
下
の
三
点

を
確
認
し
て
お
く
。

（
1
）
尊
称
と
し
て
の
「
刀
自
」

　
「
刀
自
」
は
、
そ
も
そ
も
は
豪
族
層
女
性
に
対
す
る
社
会
的
尊
称
で
あ
る
〔
義
江

二
〇
〇
七
b
〕。
戊
辰
年
（
天
智
七
、
六
六
八
）
の
「
船
氏
王
後
墓
誌
」
に
は
、「
王

後
首
」
と
兄
「
刀
羅
古
首
」、王
後
の
「
婦
」
で
あ
る
「
安
理
故
能の

刀
自
」
が
み
え
る
。

船
氏
の
カ
バ
ネ
は
史
な
の
で
、
こ
の
「
首
」（
ヲ
ビ
ト
）
は
公
的
な
意
味
で
の
カ
バ

ネ
で
は
な
く
、
豪
族
層
男
性
の
尊
称
で
あ
る
。「
丹
生
祝
本
系
帳
」（
八
世
紀
末
に
原

型
成
立
か

（
（
（

）
に
も
、「
小
牟
久
首
・
丹
生
麻
呂
首
」
等
と
「
阿
牟
田
刀
自
」
の
名
が

み
え
る
。
同
氏
の
カ
バ
ネ
は
祝
（
の
ち
に
真
人
）
な
の
で
、
こ
の
場
合
も
「
首
」
は

男
性
の
尊
称
、﹁
刀
自
﹂
は
女
性
の
尊
称
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
」

に
は
、
七
世
紀
半
ば
頃
の
記
載
と
し
て
、「
大
乙
上
都
牟
自
臣
」
の
妻
、「
小
乙
中
与

曽
布
」「
進
広
弐
与
佐
理
」
の
母
と
し
て
、「
小
宮
刀
自
」
の
名
が
み
え
る

（
（
（

。
す
な
わ

ち
、
公
的
カ
バ
ネ
の
秩
序
と
は
別
に
地
域
社
会
で
通
用
す
る
男
女
豪
族
の
尊
称
が
あ

り
（
（
（

、
系
譜
的
記
載
で
は
し
ば
し
ば
尊
称
が
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
一
章
以
下
の

考
察
と
の
関
わ
り
で
い
う
と
、
奴
婢
以
外
の
全
て
に
氏
姓
を
付
す
全
国
的
戸
籍
制
度

の
実
施
後
に
も
、
系
譜
的
記
載
に
お
い
て
は
、
そ
れ
と
は
別
個
に
尊
称
記
載
の
な
さ

れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

（
2
）
戸
籍
記
載
と
婚
姻
・
居
住
関
係
の
不
一
致

　

奈
良
時
代
戸
籍
の
「
戸
」
は
、
必
ず
し
も
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
夫
婦
・
親
子
・
親

族
の
同
居
生
活
実
態
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
国
家
の
要
請
に
も
と
づ
く
さ
ま
ざ
ま

な
編
成
操
作
の
結
果
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
長
年
に
わ
た
る
戸
実
態
説
と
擬
制
説

の
論
争
を
経
て
、（
擬
制
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
と
見
る
か
は
議
論
が
わ
か
れ
る
も
の

の
）
現
在
で
は
学
界
の
共
通
認
識
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
戸
籍
の
「
妻
・
妾
」

「
嫡
子
・
妾
子
」
記
載
に
た
ち
い
っ
て
擬
制
の
あ
り
よ
う
を
考
察
し
た
研
究
に
よ
る

と
、
妻
妾
・
嫡
庶
の
社
会
的
区
別
は
実
際
に
は
は
な
は
だ
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
現
実
に
は
同
居
／
別
居
の
複
数
の
妻
が
い
る
婚
姻
慣
行
の
も
と
で
、
戸
籍

上
で
は
一
人
の
み
を
「
妻
」、
他
を
﹁
妾
﹂（
な
い
し
無
記
載
）
と
し
た
こ
と
の
結
果

が
、
さ
ま
ざ
ま
に
戸
籍
記
載
上
の
矛
盾
と
し
て
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
〔
関
口
裕

子
一
九
九
三
、
二
一
五
～
二
二
〇
・
二
二
四
頁
〕。

　

ま
た
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
御
野
国
戸
籍
で
は
、
父
で
は
な
く
母
と
同
籍
し
て

い
る
子
の
中
に
、
本
来
な
ら
ば
父
姓
で
記
載
さ
れ
る
べ
き
な
の
に
無
姓
の
ま
ま
の

幼
児
の
存
在
が
、
数
例
し
ら
れ
る

（
（
（

。
こ
れ
ら
は
別
居
＝
通
い
婚
の
珍
し
く
な
か
っ
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た
当
時
の
社
会
に
あ
っ
て
、
造
籍
時
に
父
姓
記
載
を
保
留
し
た
た
め
で
あ
り
、
そ

の
後
の
造
籍
で
母
姓
を
付
す
場
合
も
多
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
〔
南
部
曻

一
九
九
二
、
二
三
～
二
九
頁
〕。
戸
籍
上
の
「
戸
」
は
、
国
家
の
要
請
す
る
父
系
理
念

に
そ
っ
て
、
男
性
戸
主
の
も
と
に
男
女
戸
口
が
属
し
、
父
姓
継
承
で
氏
姓
を
記
載
す

る
の
が
原
則
だ
が
、
別
居
婚
／
妻
方
同
居
お
よ
び
母
方
生
育
の
現
実
と
は
、
か
な
り

の
齟
齬
が
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
義
江
明
子
二
〇
〇
七
a
、
三
二
～
三
八

頁
〕。

　

一
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
金
井
沢
碑
の
碑
文
に
は
御
野
国
戸
籍
の
書
式
の
影
響
の

み
ら
れ
る
こ
と
が
、
先
行
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
碑
文
の
考
察
に
あ
た
っ

て
は
、
戸
籍
記
載
と
現
実
の
生
活
形
態
と
の
ズ
レ
と
い
う
こ
と
も
、
充
分
に
念
頭
に

お
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
尊
称
「
刀
自
」
と
女
性
名
「
刀
自
メ
」

　

山
上
碑
の
「
黒
売
刀
自
」
は
、「
黒
売
」
が
実
名
で
「
刀
自
」
は
豪
族
層
女
性
と

し
て
の
尊
称
で
あ
る
。
前
述
し
た
「
安
理
故
能の

刀
自
」（
船
氏
王
後
首
墓
誌
）「
阿
牟

田
刀
自
」（
丹
生
祝
本
系
帳
）
も
、「
安
理
故
」「
阿
牟
田
」
が
実
名
で
、「
刀
自
」
は

尊
称
で
あ
る

（
（
（

。
一
方
、
戸
籍
の
人
名
表
記
に
お
い
て
は
、
女
性
名
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が

「
＊
＊
メ
」
で
あ
り
、「
メ
」
の
字
は
「
賣
」
字
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の

点
は
、戸
籍
以
外
の
関
連
史
料
で
は
さ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
。
庚
寅
年
籍
（
六
九
〇
）

後
の
作
成
と
推
定
さ
れ
る
「
嶋
評
戸
口
変
動
記
録
木
簡
」
で
は
「
＊
＊
女
」
で
あ
り
、

大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
～
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
の
異
同
を
記
し
た
「
陸
奥
国
戸
口

損
益
帳
」
で
は
「
黒
・
弥
都
・
刀
自
・
古
奈
・
久
波
自
」
な
ど
「
＊
＊
」
の
部
分
だ

け
で
、
接
尾
辞
「
メ
」
は
な
い

（
（
（

。
戸
籍
に
お
け
る
厳
密
な
統
一
表
記
は
、
戸
籍
が
身

分
・
氏
姓
の
み
な
ら
ず
人
名
の
台
帳
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

戸
籍
以
外
の
史
料
で
み
れ
ば
、
実
際
に
は
女
性
名
の
接
尾
辞
に
は
＊
＊
娘
／
郎
女

（
イ
ラ
ツ
メ
）、
＊
＊
子
／
古
（
コ
）、
＊
＊
比
賣
（
ヒ
メ
）、
＊
＊
刀
自
な
ど
多
様
な

タ
イ
プ
が
あ
り
、＊
＊
メ
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
接
尾
辞
を
も
た
な
い
＊
＊
も
多
い
。

戸
籍
に
お
け
る
﹁
＊
＊
賣
﹂
表
記
の
画
一
的
統
一
性
は
、「
賣
」
字
が
戸
籍
記
載
上

で
付
加
さ
れ
た
記
号
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る

（
（
（

。

　

女
性
名
史
料
を
網
羅
的
に
集
成
検
討
し
た
角
田
文
衞
氏
に
よ
れ
ば
、
人
名
に
組
み

込
ま
れ
た
刀
自
名
の
初
見
は
、
蘇
我
刀
自
古
郎
女
（
馬
子
の
娘
、
厩
戸
王
の
妃
）
で

あ
り
、「
＊
＊
刀
自
メ
」
は
奈
良
時
代
前
半
に
み
え
は
じ
め
、
中
期
以
降
全
盛
を
迎

え
、
平
安
中
期
以
降
は
激
減
す
る
と
い
う
〔
角
田
一
九
八
〇
―
第
一
部
〕。
六
～
七
世

紀
以
来
の
豪
族
層
女
性
の
尊
称
「
刀
自
」
が
、
通
称
化
し
て
女
性
名
の
一
部
に
組
み

込
ま
れ
て
い
き
、
八
世
紀
頃
か
ら
は
次
第
に
下
層
に
も
拡
大
し
て
い
く

（
（1
（

様
子
が
う
か

が
え
る
。
平
安
後
期
に
は
ほ
ぼ
姿
を
消
す
、
古
代
的
女
性
名
で
あ
る
。

　

神
亀
三
年
（
七
二
六
）
の
金
井
沢
碑
に
み
ら
れ
る
四
名
の
「
＊
＊
刀
自
」
は
、
豪

族
層
女
性
に
対
す
る
尊
称
と
し
て
の
「
刀
自
」
と
、
一
般
女
性
名
の
一
タ
イ
プ
と
し

て
の
「
＊
＊
刀
自
メ
」
が
並
存
す
る
時
期
の
、
系
譜
的
記
述
に
み
ら
れ
る
女
性
名
表

記
で
あ
る
。
そ
の
点
に
留
意
し
た
慎
重
な
考
察
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

な
お
以
下
の
論
述
に
お
い
て
は
、
七
世
紀
末
以
降
の
、
父
系
で
継
承
さ
れ
る
「
三

家
」
姓
を
名
乗
る
公
的
「
三
家
」
一
族
と
区
別
し
て
、
そ
れ
を
含
み
つ
つ
婚
姻
／
女

系
で
つ
な
が
る
異
姓
を
も
包
含
す
る
現
実
の
結
合
の
広
が
り
を
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
と

記
す
。
ま
た
、
兄
弟
と
姉
妹
の
総
称
を
「
キ
ョ
ウ
ダ
イ
」
と
す
る
。

❶
金
井
沢
碑
と
戸
籍
／
系
譜

（
1
）
金
井
沢
碑
の
読
解
と
構
成

　

金
井
沢
碑
は
、
高
さ
約
一
一
〇
㎝
、
幅
約
七
〇
㎝
、
厚
さ
約
六
五
㎝
の
自
然
石

で
、
そ
の
片
面
に
九
行
一
一
二
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
一
行
の
字
数
の
不
揃

い
は
、
自
然
石
の
碑
面
形
状
の
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
通
説
的
読
み

と
思
わ
れ
る
勝
浦
令
子
説
に
そ
っ
て
、
碑
文
判
読
の
結
果
と
釈
文
を
示
す
〔
勝
浦

二
〇
〇
〇
、
三
七
九
・
三
八
四
頁
〕。
勝
浦
氏
の
論
述
に
し
た
が
っ
て
、
異
体
字
は
常
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用
漢
字
に
直
し
、
□
の
右
横
に
（
＊
＊
ヵ
）
と
あ
る
箇
所
は
、（
子
□
以
外
は
）
□

を
と
り
＊
＊
に
よ
っ
て
記
し
た
（
波
線
部
分
）。

【
碑
文
】上

野
国
羣
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里

三
家
子
□
為
七
世
父
母
現
在
父
母

現
在
侍
家
刀
自
他
田
君
目
頬
刀
自
又
児
加

那
刀
自
孫
物
部
君
午
足
次

刀
自
次
若

刀
自
合
六
口
又
知
識
所
結
人
三
家
毛
人

次
知
万
呂
鍛
師
礒
マ
君
身
麻
呂
合
三
口

如
是
知
識
結
而
天
地
誓
願
仕
奉

石
文

　
　

神
亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日　
　

【
釈
文
】上

野
国
羣
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
の
三
家
子
□
、
七
世
父
母
・
現
在
父
母
の
為
に
、

現
在
侍
る
家
刀
自
の
他
田
君
目
頬
刀
自
、
又
児
の
加
那
刀
自
、
孫
の
物
部
君
午

足
、
次
に

刀
自
、
次
に
若

刀
自
、
合
六
口
、
又
知
識
を
結
び
し
所
の
人
、

三
家
毛
人
、
次
に
知
万
呂
、
鍛
師
の
礒
マ
（
部
）
君
身
麻
呂
、
合
三
口
、
是
の

如
く
知
識
を
結
び
て
、
天
地
に
誓
願
し
て
奉
る
石
文
。

　
　

神
亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日

　

勝
浦
説
に
つ
い
て
は
二
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
一
応
、
こ
の
読
解
に
そ
っ
て

論
を
す
す
め
て
い
く
。
従
来
の
説

（
（1
（

と
勝
浦
説
の
主
要
な
違
い
は
、
①
碑
文
二
行
目
冒

頭
の「
三
家
子
□
」を
、
従
来
は「
三
家
子
孫（
し
そ
ん
）」と
判
読
し
て
願
主
グ
ル
ー

プ
の
総
称
と
み
て
き
た
の
に
対
し
て
、
綿
密
な
考
証
に
よ
っ
て
願
主
を
さ
す
男
性
個

人
名
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
し
た
こ
と
、
②
そ
れ
と
連
動
し
て
、
従
来
は
五
行
目

の
「
六
口
」
と
い
う
願
主
グ
ル
ー
プ
総
計
に
あ
わ
せ
て
、
三
行
目
冒
頭
の
「
現
在
侍

家
刀
自
」
を
独
立
し
た
一
人
に
数
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
現
在
侍
家
刀
自
他
田

君
目
頬
刀
自
」
で
一
人
と
み
、「
三
家
子
□
」（
男
性
名
）
を
含
む
「
六
口
」
と
し
た

こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
私
見
で
も
異
論
は
な
い
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、「
誓
願
」
グ
ル
ー
プ
全
体
の
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

A　

願
主
グ
ル
ー
プ
…
…
「
六
口
」

　
　

三
家
子
□
（
願
主
）

　
　

現
在
侍
家
刀
自
他
田
君
目
頬
刀
自

　
　

又
児
・
加
那
刀
自

　
　

孫
・
物
部
君
午
足

　
　

次
・

刀
自　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

次
・
乙
（
若

（
（1
（

）

刀
自

　

B　

知
識
グ
ル
ー
プ
（「
知
識
所
結
人
」）
…
…
「
三
口
」

　
　

三
家
毛
人

図 1　金井沢碑写真実測図（正面）
（多胡碑記念館編『金井沢碑の遺産』2020 年，16 頁より）
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[金井沢碑の「現在侍家刀自」再考]……義江明子

　
　

次
・
知
麻
呂

　
　

鍛
師
・
礒
マ
君
身
麻
呂

　

A
＋
B
（「
知
識
結
而
天
地
誓
願
仕
奉
」）
…
…
九
名

　　

A
願
主
グ
ル
ー
プ
と
B
知
識
グ
ル
ー
プ
を
あ
わ
せ
た
全
体
を
、
本
稿
で
は
以
下
便

宜
的
に
「
誓
願
」
グ
ル
ー
プ
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。「
知
識
所
結
人
」
と
あ
る
B

は
狭
義
の
知
識
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、「
如
是
知
識
結
而
」
と
あ
る
A+

B
は
広
義
の

知
識
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
行
論
上
、
両
者
を
明
確
に
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

勝
浦
氏
は
、「
現
在
侍
家
刀
自
他
田
君
目
頬
刀
自
」
を
「
三
家
子
□
」
の
妻
と
す

る
系
譜
関
係
を
復
元
し
て
、「
三
家
子
□
」
は
願
主
グ
ル
ー
プ
筆
頭
で
あ
り
、「
誓
願
」

グ
ル
ー
プ
全
体
の
筆
頭
で
も
あ
る
、
と
す
る
〔
勝
浦
二
〇
〇
〇
、
三
九
五
頁
〕。
実
は

こ
の
前
者
に
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
点
が
ひ
そ
ん
で
お
り
、
私
見
で
は
目
頬
刀
自
を

「
三
家
子
□
」
の
「
妻
」
と
は
み
な
い
。
そ
し
て
そ
の
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

「
三
家
子
□
」
を
願
主
グ
ル
ー
プ
筆
頭
か
つ
「
誓
願
」
グ
ル
ー
プ
筆
頭
と
す
る
碑
文

の
文
章
構
成
と
、
現
実
の
一
族
結
合
と
の
ズ
レ
が
検
出
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
以

下
、
碑
文
の
書
式
・
文
章
構
成
を
手
が
か
り
に
、
具
体
的
に
考
察
を
す
す
め
て
い
き

た
い
。

（
2
）
戸
籍
書
式
と
系
譜
様
式
―
出
生
順
序
列
語
「
次
」
を
め
ぐ
っ
て
―

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
同
碑
文
と
戸
籍
（
特
に
御
野
国
戸
籍
）
と
の
書
式
上
の
共

通
性
に
着
目
す
る
研
究
が
示
さ
れ
、
碑
文
解
釈
に
新
た
な
局
面
が
開
か
れ
た
。
上
野

三
碑
の
解
説
の
中
で
金
井
沢
碑
に
ふ
れ
た
東
野
治
之
氏
は
、

刀
自
・
乙

刀
自
・

知
麻
呂
に
付
さ
れ
た
「
次
」
字
、
お
よ
び
人
数
を
示
す
「
口
」
字
に
注
目
し
、﹁
次
﹂

は
兄
弟
姉
妹
の
序
列
を
表
す
も
の
で
、『
上
宮
記
』『
海
部
氏
系
図
』『
和
気
氏
系
図
』

な
ど
の
古
い
系
図
や
御
野
国
戸
籍
に
み
え
、
人
員
単
位
の
「
口
」
は
戸
籍
・
計
帳
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
こ
れ
ら
の
部
分
に
は
籍
帳
な
ど
公
文
書
の
用
語
、
体
例

が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
し
た
〔
東
野
二
〇
〇
四
、
二
四
五

頁
〕。
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
戸
籍
記
載
書
式
と
の
関
わ
り
で
碑
文
を
読
み
解
く
視

点
は
、
本
稿
で
も
重
視
し
て
い
き
た
い
。

　

た
だ
し
、
東
野
氏
は
、「
次
」
字
は
戸
籍
だ
け
で
な
く
古
い
系
図
に
も
み
ら
れ
る

と
し
た
が
、
古
系
図
の
中
の
新
旧
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ

の
序
列
を
表
す
に
際
し
て
も
、
親
か
ら
み
た
子
供
の
出
生
順
と
、
年
長
の
キ
ョ
ウ
ダ

イ
か
ら
み
た
弟
妹
と
で
は
、
続
柄
表
記
と
し
て
の
原
理
が
異
な
る
。
本
稿
で
は
前
者

を
出
生
順
序
列
語
／
記
載
、
後
者
を
キ
ョ
ウ
ダ
イ
順
序
列
語
／
記
載
と
し
て
区
別
す

る
。

　

東
野
氏
は
、﹁
次
﹂字
の
み
ら
れ
る
古
系
譜
と
し
て『
上
宮
記
』を
あ
げ
た
が
、『
釈

日
本
紀
』（
巻
第
十
三
）
に
引
用
さ
れ
た
継
体
天
皇
に
関
わ
る
﹁
上
宮
記
逸
文
所
引

一
云
﹂系
譜
に
は
、﹁
次
﹂字
は
な
い

（
（1
（

。「
次
」字
は『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』（
下

三
）
に
﹁
上
宮
記
下
巻
注
云
﹂
と
し
て
引
か
れ
た
太
子
関
係
系
図
に
一
例
み
ら
れ
る

が
、
こ
ち
ら
は
男
女
を
﹁
王
﹂
と
「
女
王
」
に
書
き
分
け
て
お
り
、
男
女
書
き
分
け

を
し
な
い
﹁
上
宮
記
逸
文
所
引
一
云
﹂
よ
り
、
明
ら
か
に
新
し
い

（
（1
（

。「
次
」
字
を
出

生
順
序
列
語
と
し
て
普
遍
的
に
用
い
る
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
古
事
記
』
の
天

皇
系
譜
だ
が
、
そ
こ
で
は
「
王
」「
女
王
」
の
男
女
書
き
分
け
は
な
い
。『
平
氏
伝
雑

勘
文
』
所
引
「
上
宮
記
」
と
記
載
内
容
に
お
い
て
親
近
性
の
高
い
『
上
宮
聖
徳
法
王

帝
説
』
の
系
譜
記
分
（
い
わ
ゆ
る
第
一
部
）
は
、「
次
」
字
を
普
遍
的
に
用
い
、か
つ
、

一
部
に
﹁
王
﹂「
女
王
」
の
書
き
分
け
が
み
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、「
次
」
字
の
有
無
お
よ
び
﹁
王
﹂「
女
王
」
の
書
き
分
け
に
注
目
す
る
限

り
で
は
、
系
譜
様
式
変
遷
の
お
お
ま
か
な
流
れ
は
、﹁
上
宮
記
逸
文
所
引
一
云
﹂
系

譜
（
の
一
部
素
材
資
料
）
～
『
古
事
記
』
天
皇
系
譜
（
の
所
生
子
記
載
部
分
）
～
『
上

宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
第
一
部
系
譜
～
『
平
氏
伝
雑
勘
文
』
所
引
「
上
宮
記
」
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
も
っ
と
も
古
様
を
示
す
と
思
わ
れ
る
﹁
上
宮
記
逸
文
所
引
一
云
﹂

系
譜
の
冒
頭
部
の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
記
載
箇
所

（
（1
（

の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
順
序
列
語
は
、（
兄
か
ら

み
た
）「
妹
」・（
姉
か
ら
み
た
）「
弟
」
で
、
男
称
・
女
称
の
区
別

（
（1
（

が
明
確
で
あ
る
。

﹁
娶
生
児
﹂
の
定
型
語
で
父
母
の
婚
姻
＋
所
生
子
を
記
す
箇
所
に
、
出
生
順
序
列
語
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の
「
次
」
で
は
な
く
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ
順
序
列
語
「
妹
」﹁
弟
﹂
が
使
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
長
い
人
名
の
一
部
を
「
若
野
毛
二
俣
王
」
を
﹁
二
俣
王
﹂
と
い
う
よ
う
に

略
し
て
、「
上
宮
記
逸
文
所
引
一
云
」
系
譜
の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
記
載
箇
所
を
例
示
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　　
　
（
二
俣
王
が
麻
和
加
中
比
賣
と
娶○

い
て
生○

む
）

　
　

児○

・
太
郎
子
（
オ
ホ
ホ
ド
王
、
継
体
の
父
）

　
　

妹○

・
大
中
比
弥
王

　
　

弟○

・
田
宮
中
比
弥

　
　

弟○

・
己
等
布
斯
郎
女

　
　
（
の
四
人
也
）

　
　
　
　
　
　
　

＊
太
字
と
圏
点
は
強
調
の
意
味
で
筆
者
が
付
し
た
。
以
下
同
じ
。

　

で
は
「
次
」
語
は
い
つ
表
れ
る
の
か
と
い
う
と
、『
古
事
記
』
の
天
皇
系
譜
に
、

所
生
子
の
出
生
順
を
示
す
統
一
的
用
語
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
各
段
冒
頭
記
載

の
天
皇
名
は
、「
子
」
な
い
し
キ
ョ
ウ
ダ
イ
順
序
列
語
で
あ
る
「
弟
／
妹
」
を
人
名

の
前
に
冠
し
て
、
前
天
皇
か
ら
の
続
柄
を
示
し
、
各
段
内
部
で
は
天
皇
の
婚
姻
関
係

と
所
生
子
出
生
順
を
﹁
娶
生
子
﹂
＋
﹁
次
﹂
に
よ
っ
て
、
キ
サ
キ
毎
の
同
母
子
単
位

で
記
載
す
る
。
相
次
い
で
即
位
し
た
欽
明
の
四
人
の
男
女
子
に
つ
い
て
み
る
と
、
四

人
の
各
段
冒
頭
天
皇
名
記
載
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
（
天
国
押
波
流
岐
広
庭
＝
欽
明
の
）　

　
　

御
子○

・
渟
中
倉
太
玉
敷
命
（
敏
達
）

　
　

弟○

・
橘
豊
日
命
（
用
明
）

　
　

弟○

・
長
谷
部
若
雀
天〔

マ
マ
〕皇

（
崇
峻
）

　
　

妹○

・
豊
御
食
炊
屋
比
賣
命
（
推
古
）

　

一
方
、
各
段
内
部
の
天
皇
系
譜
を
、
敏
達
と
キ
サ
キ
の
一
人
と
の
婚
姻
＋
所
生
子

記
載
か
ら
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（『
古
事
記
』
で
は
「
王
」「
女
王
」
の
書
き

分
け
を
し
な
い
た
め
男
女
別
不
明
だ
が
、
二
重
傍
線
で
示
し
た
桑
田
王
は
、『
書
紀
』

に
「
桑
田
皇
女
」
と
あ
り
、
女
で
あ
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
）。

　
　
（
渟
中
倉
太
玉
敷
命
〔
敏
達
〕
が
春
日
老
女
子
郎
女
と
娶○

し
て
生○

む
）

　
　

御
子○

・
難
波
王

　
　

次○

・
桑
田
王

　
　

次○

・
春
日
王

　
　

次○

・
大
俣
王

　

こ
の
よ
う
に
『
古
事
記
』
で
は
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ
順
序
列
語
は
、
各
段
冒
頭
の
天
皇

名
に
お
い
て
直
前
の
天
皇
と
の
続
柄
を
示
す
場
合
に
使
わ
れ
、
各
段
内
部
の
天
皇
系

譜
で
は
、
親
か
ら
み
た
出
生
順
序
列
を
﹁
次
﹂
で
示
す
と
い
う
使
い
分
け
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
で
、「
次
」
字
が
な
く
、「
娶
生
児
」
に
つ
づ
く
出
生
順
記
載
に
も

キ
ョ
ウ
ダ
イ
順
序
列
語
を
用
い
る
「
上
宮
記
逸
文
所
引
一
云
」
系
譜
よ
り
は
、『
古

事
記
』
の
方
が
系
譜
様
式
と
し
て
は
新
し
い
。

　

御
野
国
戸
籍
は
、
起
点
人
物
と
の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
関
係
表
記
に
は
、「
戸
主
弟○

高
嶋
」

「
足
嶋
賣
弟○

阿
屋
賣
」
と
い
う
形
で
男
称
・
女
称
の
区
別
の
あ
る
キ
ョ
ウ
ダ
イ
順
序

列
語
を
用
い
、
横
並
び
の
連
続
キ
ョ
ウ
ダ
イ
記
載
に
は
、「
戸
主
弟
久
留
麻
呂
―
次○

大
熊
―
次○

広
国
︱
次○

友
乎
」「
戸
主
母
国
造
族
乎
麻
奈
賣
―
児
阿
尼
都
賣
―
次○

牟
依

賣
―
次○

真
依
賣
」
と
い
う
形
で
、
出
生
順
序
列
語
「
次
」
を
用
い
る
（
以
上
、
味
蜂

間
郡
春
部
里
の
上
政
戸
国
造
族
石
足
戸
と
中
政
戸
国
造
族
豊
嶋
戸
、『
大
日
古
』
編

年
一
︱
一
～
二
頁
。
以
下
、
戸
籍
引
用
で
は『
大
日
古
』編
年
一
の
頁
の
み
を
記
す
）。

こ
れ
は
基
本
的
に
、『
古
事
記
』
の
系
譜
様
式
と
共
通
す
る
と
い
え
よ
う

（
（1
（

。
た
だ
し
、

男
女
を
区
分
し
た
上
で
の
配
列
で
あ
る
点
が
、『
古
事
記
』
系
譜
と
大
き
く
異
な
る
。

　

七
世
紀
末
以
前
成
立
と
み
ら
れ
る
「
上
宮
記
逸
文
所
引
一
云
」
系
譜
・『
古
事
記
』

天
皇
系
譜
は
と
も
に
、「
娶
生
」
語
で
父
母
双
方
を
記
す
双
系
的
系
譜
で
あ
る

（
（1
（

。
他
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方
、
九
世
紀
半
ば
成
立
の
原
本
が
残
る
『
和
気
氏
系
図
』
は
、
系
線
を
用
い
て
父
子

関
係
を
「
父
―
―
子
」
で
つ
な
ぐ
父
系
系
譜
だ
が
、「
次
」
語
を
横
並
び
の
兄
弟
人

名
の
上
に
ほ
ぼ
例
外
な
く
残
す

（
（1
（

。古
代
の
系
譜
様
式
の
お
お
ま
か
な
変
遷
と
し
て
は
、

同
母
子
単
位
で
キ
ョ
ウ
ダ
イ
を
（
男
女
区
別
せ
ず
）
出
生
順
で
記
す
方
式
が
も
っ
と

も
古
く
、（
女
子
は
記
載
せ
ず
）
男
子
の
み
を
父
か
ら
み
た
出
生
順
で
（
同
母
異
母

を
区
別
せ
ず
）
記
す
方
式
が
、
も
っ
と
も
新
し
い
。『
古
事
記
』
天
皇
系
譜
は
前
者
、

『
和
気
氏
系
図
』
は
後
者
で
、『
日
本
書
紀
』
は
両
者
の
中
間
に
あ
り
、
転
換
初
期
の

様
相
を
示
す
。

　
「
次
」
は
、
親
か
ら
み
て
「
そ
の
次
に
生
ま
れ
た
子
」
と
い
う
意
味
で
あ
る

（
（2
（

。
御

野
国
戸
籍
の
「
次
」
語
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
中
国
の
戸
籍
に
そ
の
源
流

を
た
ど
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
五
世
紀
初
の
西
涼
戸
籍
断
簡
で
は
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ
順

序
列
語
「
男
弟
」﹁
女
妹
﹂
を
冠
し
て
年
齢
順
に
記
さ
れ

（
（2
（

、
時
代
を
は
る
か
に
遡
る

雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
の
引
用
戸
籍
に
は
、
親
か
ら
み
た
﹁
子
﹂
が
年
齢
区
分
順
に
記
載

さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
ど
ち
ら
も
男
女
混
合
の
年
齢
順
（
出
生
順
）
記
載
で
あ
り
、
そ
の
点

で
は
『
古
事
記
』
系
譜
と
共
通
す
る
。「
娶
生
児
」
の
定
型
語
に
よ
る
双
系
的
系
譜

の
作
成
は
六
世
紀
半
ば
以
降
と
思
わ
れ
〔
義
江
二
〇
〇
〇
c
、
一
九
二
～
一
九
四
頁
〕、

継
体
以
降
の
世
襲
王
権
形
成
、
氏
組
織
の
進
展
／
拡
大
と
連
動
す
る
。
そ
の
際
、

「
上
宮
記
逸
文
所
引
一
云
」
系
譜
・『
古
事
記
』
系
譜
に
明
白
な
よ
う
に
、
男
女
を
区

別
し
な
い
出
生
順
記
載
が
本
来
の
方
式
だ
っ
た
。
中
国
の
五
世
紀
以
前
の
戸
籍
が
そ

の
点
で
共
通
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
興
味
深
い
。

　

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
庚
寅
年
籍
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
﹁
嶋
評
戸
口
変
動
記

録
﹂
に
も
「
次
」
語
は
み
ら
れ
る
の
で
、「
次
」
は
、
七
世
紀
後
半
に
系
譜
様
式
の

変
化
と
連
動
し
つ
つ
生
ま
れ
た
戸
籍
用
語
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
御
野

国
戸
籍
は
、
起
点
と
な
る
人
物
と
の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
関
係
に
は
「
弟
」「
妹
」
の
キ
ョ

ウ
ダ
イ
順
序
列
語
、
親
か
ら
み
た
所
生
子
の
順
序
に
は
出
生
順
序
列
語
﹁
次
﹂
語
を

用
い
る
点
で
『
古
事
記
』
系
譜
様
式
と
の
共
通
性
を
示
し
つ
つ
、
他
方
で
、
男
女
を

明
確
に
区
分
し
て
配
列
す
る
と
い
う
、
異
な
る
原
理
を
併
せ
持
つ
。

　

金
井
沢
碑
文
は
、﹁
又
児○

加
那
刀
自
﹂
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
女
子
に
対
し
て
﹁
児
﹂

字
を
用
い
、「
孫
物
部
君
午
足
次○

刀
自
次○

乙（
若
）
刀
自
」に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

キ
ョ
ウ
ダ
イ
の
続
柄
を
親
か
ら
み
た
出
生
順
序
列
語
「
次
」
で
示
す
一
方
で
、
男
女

を
区
分
せ
ず
つ
づ
け
て
記
載
す
る
。
御
野
国
戸
籍
書
式
の
影
響
と
と
も
に
、
そ
の
根

底
に
お
い
て
古
い
系
譜
様
式
と
の
強
い
親
近
性
を
持
つ
こ
と
に
、
留
意
し
て
お
き
た

い
。

　

東
野
氏
は
ま
た
、
他
田
君
目
頬
刀
自
と
加
那
刀
自
の
血
縁
関
係
の
理
解
に
か
か

わ
っ
て
、「
又
児
」
の
「
又
」
字
に
注
目
す
る
。
碑
文
後
段
の
「
又
知
識
所
結
人

…
…
」
の
「
又
」
字
が
そ
れ
以
前
の
「
六
口
」
と
区
別
す
る
意
味
を
持
つ
こ
と
は
既

に
指
摘
が
あ
り
〔
関
口
二
〇
〇
四
、
七
六
五
～
七
六
六
頁
〕、
と
す
れ
ば
、「
加
那
刀
自

は
、
む
し
ろ
他
田
君
目
頬
刀
自
に
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
」
か
ら
で

あ
る
〔
東
野
二
〇
〇
四
、
二
四
四
頁
〕。
こ
の
点
も
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
二
章
で
具

体
的
に
検
討
す
る
。

（
3
）
東
山
道
型
戸
籍
と
庚
寅
年
籍
―
地
域
の
〝
系
譜
語
り
〟
へ
―

　

平
川
南
氏
は
、御
野
国
戸
籍
の
書
式
＝「
御
野
型
」を
東
山
道
諸
国
に
共
通
す
る「
東

山
道
型
」
と
み
る
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
、
行
論
の
中
で
金
井
沢
碑
の
碑
文
を
上
野
国

の
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
養
老
五
年
（
七
二
一
）
以
前
と
み
ら
れ
る
陸
奥
国
の

籍
帳
類

（
（2
（

お
よ
び
金
井
沢
碑
碑
文
に
「
御
野
型
」
の
特
色
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
陸

奥
国
籍
帳
類
で
も
同
年
以
降
の
も
の
は
西
海
道
・
下
総
型
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、

陸
奥
国
・
御
野
国
・
上
野
国
で
養
老
五
年
籍
式
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
戸
籍
の
書
式
を

「
東
山
道
型
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
東
山
道
型
」
の
大
き
な
特
色
は
男
女
別
配
列
で
、
そ
れ
は
兵
士
徴
発
を
造
籍
目

的
の
主
眼
と
す
る
こ
と
と
密
接
に
関
わ
り
、
起
点
は
軍
団
制
の
整
備
さ
れ
た
庚
寅
年

籍
（
六
九
〇
）
に
も
と
め
ら
れ
る
〔
平
川
二
〇
一
四
a
〕。
さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
太

宰
府
市
国
分
松
本
遺
跡
出
土
の
「
嶋
評
戸
口
変
動
記
録
木
簡

（
（2
（

」
に
よ
り
、
庚
寅
年
以

降
の
変
動
を
記
す
同
木
簡
に
御
野
・
東
山
道
型
と
下
総
・
西
海
道
型
の
両
要
素
が
み
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ら
れ
る
こ
と
か
ら
、〝
庚
寅
年
籍
で
は
全
国
一
斉
に
東
山
道
型
→
大
宝
二
年
籍
で
は

西
海
道
は
新
し
い
西
海
道
型
を
採
用
し
、
東
山
道
は
ひ
き
つ
づ
き
軍
事
密
着
の
東
山

道
型
→
養
老
五
年
籍
以
降
は
全
国
的
に
下
総
・
西
海
道
型
に
移
行
〟
と
の
、
道
別
の

戸
籍
書
式
変
遷
見
通
し
を
示
し
た
〔
平
川
二
〇
一
四
b
〕。

　

平
川
説
に
よ
れ
ば
、
御
野
型
＝
東
山
道
型
は
、
東
国
の
広
い
地
域
で
約
三
〇
年
間

に
わ
た
り
通
用
し
た
戸
籍
書
式
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
碑
文
書
式
へ
の
影
響
の
大

き
さ
も
か
な
り
の
蓋
然
性
を
も
っ
て
想
定
で
き
よ
う
。
碑
文
は
神
亀
三
年（
七
二
六
）

年
の
作
成
で
、
冒
頭
の
「
上
野
国
羣
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
」
の
表
記
が
示
す
よ
う

に
、
郷
里
制
下
の
も
の
で
あ
る
。
平
川
氏
の
い
う
、
全
国
的
に
下
総
・
西
海
道
型
に

移
行
し
た
養
老
五
年
籍
か
ら
、
す
で
に
五
年
を
経
過
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
御
野
型

＝
東
山
道
型
は
、
東
山
道
の
一
国
た
る
上
野
国
に
お
い
て
も
、
碑
文
作
成
時
点
で
の

現
行
書
式
で
は
な
い
。
し
か
し
平
川
氏
は
、「
代
々
の
系
譜
を
物
語
る
記
載
は
、
お

そ
ら
く
、
こ
の
時
点
を
か
な
り
さ
か
の
ぼ
っ
た
戸
籍
の
記
載
を
反
映
し
て
い
る
も

の
」
と
み
て
、
御
野
型
戸
籍
の
上
野
国
に
お
け
る
存
在
を
し
め
す
傍
証
と
し
た
〔
平

川
二
〇
一
四
a
、
二
四
頁
〕。
だ
が
、
碑
文
に
う
か
が
え
る
戸
籍
書
式
の
影
響
は
、「
戸

籍
の
記
載
を
反
映
」
と
い
っ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

下
総
・
西
海
道
型
と
異
な
る
御
野
・
東
山
道
型
戸
籍
の
主
な
特
色
と
し
て
従
来
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
男
女
別
の
戸
口
配
列
、
男
女
子
に
対
す
る
「
子
」「
児
」
字

の
使
い
分
け
、「
次
」
に
よ
る
継
起
的
続
柄
記
述
、
戸
主
の
男
系
親
族
に
は
（
父
姓

継
承
原
則
に
よ
り
戸
主
と
同
姓
で
あ
る
こ
と
が
自
明
な
の
で
）
氏
姓
の
記
載
を
省
略

す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
一
方
で
、
碑
文
と
御
野
国
戸
籍
の
書
式
上
の
共
通
性
と
し
て

は
、
す
で
に
東
野
氏
の
指
摘
が
あ
る
続
柄
の「
次
」、
人
員
単
位
の「
口
」に
加
え
て
、

平
川
氏
は
、
碑
文
後
段
「
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
」
の
「
鍛
師
」
も
、
同
戸
籍
の
「
鍛
」

注
記

（
（2
（

を
想
起
さ
せ
る
と
し
た
。
こ
れ
よ
り
早
く
高
取
正
男
氏
も
、「
児
」
字
が
戸
籍

と
共
通
す
る
こ
と
に
着
目
し
、「
児
＝
娘
」と
み
て
い
る〔
高
取
一
九
八
二
、
九
三
頁
〕。

　

こ
の
う
ち
「
口
」
は
、
御
野
型
戸
籍
に
限
ら
ず
、
籍
帳
類
に
共
通
す
る
人
員
を
数

え
る
単
位
で
あ
る
。
ま
た
碑
文
の
構
成
か
ら
い
う
と
、
系
譜
的
記
述
で
は
な
く
A
・

B
各
グ
ル
ー
プ
の
人
数
総
計
部
に
使
わ
れ
て
い
る
。
系
譜
的
記
述
に
関
わ
っ
て
御
野

型
＝
東
山
道
型
戸
籍
書
式
と
の
共
通
性
と
し
て
考
え
る
べ
き
は
、
女
子
に
対
す
る

「
児
」
字
の
使
用
、
お
よ
び
キ
ョ
ウ
ダ
イ
記
載
箇
所
に
み
ら
れ
る
「
次
」
字
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
親
か
ら
み
た
所
生
子
の
出
生
順
序
列
語
と

し
て
の
﹁
次
﹂
は
、
そ
も
そ
も
系
譜
様
式
と
の
親
近
性
を
根
底
に
も
つ
。「
児
」
も
、

「
上
宮
記
逸
文
所
引
一
云
」
系
譜
の
「
二
俣
王
…
…
娶
生
児○

太
郎
子
」、﹁
山
上
碑
﹂

の
「
黒
賣
刀
自
…
…
娶
生
児○

長
利
僧
」、『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
系
譜
の
「
聖
王
庶

兄
多
米
王
…
…
娶
聖
王
母
穴
太
部
間
人
王
生
児○

佐
富
女
王
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

古
系
譜
で
は
、
男
女
区
別
せ
ず
「
コ
」
を
意
味
す
る
続
柄
語
で
あ
る
。
碑
文
に
は
男

子
を
さ
す「
子
」の
用
例
は
存
在
し
な
い（
物
部
君
午
足
は「
孫
」）の
で
あ
る
か
ら
、

「
又
児○

加
那
刀
自
」
の
表
記
例
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
、
御
野
国
戸
籍
の
書
式
と
同
様

の
男
女
を
書
き
分
け
た
「
児
」（
女
子
）
の
用
例
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
、
金
井
沢
碑
文
の
系
譜
的
記
述
は
、
庚
寅
年
籍
以
降
の
戸
籍
書
式
お
よ
び
同

時
代
の
系
譜
様
式
の
影
響
を
受
け
て
、
当
地
域
に
お
け
る
豪
族
層
の
〝
系
譜
語
り
〟

様
式
と
し
て
定
着
し
た
も
の
、
と
み
て
お
く
。

　

御
野
・
東
山
道
型
戸
籍
書
式
の
第
一
の
特
色
は
男
女
別
の
配
列
に
あ
り
、
そ
れ
は

軍
事
優
先
と
い
う
造
籍
目
的
と
密
接
不
可
分
だ
っ
た

（
（2
（

。
と
こ
ろ
が
碑
文
の
人
名
記
載

は
、
男
女
別
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
「
は
じ
め
に
」
で
考
察
の
前
提
の
一
つ

と
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
御
野
国
戸
籍
も
含
め
て
現
存
戸
籍
の
女
性
名
は
、
ほ
ぼ
全

て
接
尾
辞
メ
を
付
し
た
「
＊
＊
賣
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
碑
文
の
女
性
名
に
は

「
メ
」
が
な
い
。
た
ん
に
「（
古
い
時
代
の
）
戸
籍
の
記
載
の
反
映
」
と
は
い
え
な
い

の
で
あ
る
。

　

次
節
で
み
る
よ
う
に
勝
浦
令
子
氏
は
、
写
経
奥
書
等
の
願
文
書
式
と
の
共
通
性
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
先
行
所
説
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
以
下
、
戸
籍
書

式
・
系
譜
様
式
・
願
文
書
式
の
三
者
の
複
合
と
し
て
碑
文
を
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
記

載
さ
れ
た
人
名
相
互
の
関
係
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。
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❷
碑
文
構
成
に
お
け
る
「
現
在
侍
家
刀
自
」
の
位
置

（
1
）
願
主
主
体
と
し
て
の
「
三
家
子
□
」
と
本
貫
地
表
記

　

一
章
１
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
勝
浦
氏
は
、
碑
文
二
行
目
冒
頭
の
「
三
家
子
□
」

を
「
み
や
け
・
し
そ
ん
」
と
読
ん
で
A
願
主
グ
ル
ー
プ
の
総
称
と
み
て
き
た
先
行
諸

説
を
批
判
し
、「
子
□
」
と
い
う
個
人
名
と
す
る
新
た
な
読
み
を
示
し
た
。
江
戸
期

以
来
の
碑
文
判
読
史
料
を
検
討
す
る
と
「
子
孫□
」
と
い
う
読
み
に
は
確
た
る
根
拠
の

な
い
こ
と
、「
子
」
を
冠
す
る
古
代
の
男
性
人
名
は
め
ず
ら
し
く
な
い
こ
と
、
写
経

題
跋
や
造
像
記
な
ど
の
請
願
文
で
は
「
願
主
主
体
」
―
「
供
養
対
象
」（
七
世
父
母

／
現
在
父
母
／
六
親
眷
属
な
ど
）
と
い
う
構
成
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、「
三
家
子
□
」

は
願
主
主
体
を
示
す
個
人
名
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
〔
勝
浦
二
〇
〇
〇
、
三
八
〇

～
三
八
八
頁
〕。
現
時
点
で
は
、
勝
浦
説
の
判
読
が
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高
い
と
思

わ
れ

（
（2
（

、
本
稿
で
も
こ
の
読
み
に
従
っ
て
論
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

　

碑
文
冒
頭
の
「
上
野
国
羣
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
」
は
、
願
主
「
三
家
子
□
」
の
属

す
る
国
郡
里
、
す
な
わ
ち
本
貫
地
表
記
で
あ
る
。
勝
浦
氏
は
こ
れ
に
類
似
す
る
写
経

題
跋
／
造
像
記
例
と
し
て
、
①
「
歳
次
丙
戌
年
五
月
、
川○

内○

国○

志○

貴○

評○

内
知
識
、
為

七
世
父
母
及
一
切
衆
生
…
…
教
化
僧
宝
林
」（
金
剛
場
陀
羅
尼
経
、寧
楽
︱
六
一
〇
頁
、

注
釈
︱
五
頁

（
（2
（

）・
②
「
勝
宝
四
年
辰
左○

京○

八○

条○

一○

坊○

民
伊
美
吉
若
麻
呂
、
財
首
三
気

女
、
右
二
人
、
為
父
母
願
」（
観
頂
梵
天
神
策
経
、
寧
楽
︱
六
二
二
頁
）・
③
﹁
壬
辰

年
五
月
、
出○

雲○

国○

若
倭
部
臣
徳
太
理
、
為
父
母
作
奉
菩
薩
﹂（
金
銅
観
音
菩
薩
造
像

記
、
寧
楽
︱
九
六
五
頁
）
を
あ
げ
、
金
井
沢
碑
は
年
紀
が
末
尾
に
く
る
点
が
異
な
る

も
の
の
、
本
貫
地
―
願
主
人
名
―
供
養
対
象
を
示
す
点
で
共
通
す
る
と
し
た
〔
勝
浦

二
〇
〇
〇
、
三
八
六
頁
〕。

　

こ
の
中
で
、
碑
文
の
本
貫
地
記
載
と
も
っ
と
も
類
似
す
る
の
は
②
の
「
左
京
八
条

一
坊
」
だ
が
、
願
文
類
で
本
貫
地
を
正
確
に
記
す
こ
と
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
普
通
で

は
な
い
。
①
の
「
川
内
国
志
貴
評
」
は
同
評
「
内
」
の
多
数
「
知
識
」
に
よ
る
写
経

で
あ
る
こ
と
を
示
す
意
味
で
の
所
属
表
記
で
あ
り
、
④
「
書
写
石
津
連
大
足
／
和○

泉○

監○

大○

鳥○

郡○

日○

下○

部○

郷○

天
平
二
年
歳
次
康
午
九
月
書
写
奉
…
…
大
檀
越
優
婆
塞
練
信

／
従
七
位
下
大
領
勲
十
二
等
日
下
部
首
名
麻
呂
総○

知○

識○

七
百
九
人
…
…
」（
瑜
伽
師

地
論
、
寧
楽
︱
六
一
二
頁

（
（2
（

、
注
釈
︱
四
六
四
頁
）
も
、
そ
れ
に
類
す
る

（
（3
（

。
他
方
で
、

本
貫
地
記
載
が
な
く
願
主
の
官
職
／
位
を
記
す
こ
と
も
、
⑤
「
弾
正
台
少
䟽
従
八

位
上
勲
十
二
等
片
県
連
僧
麻
呂
」（
法
華
経
玄
賛
巻
三
、
寧
楽
︱
六
一
二
頁
、
注
釈

︱
八
二
頁
）・
⑥
「
長
門
国
司
日
置
山
守
・
家
刀
自
三
首
那
、
為
父
母
敬
写
奉
如
件
」

（
報
恩
経
巻
七
、
寧
楽
︱
六
二
二
頁
）
の
よ
う
に
、
め
ず
ら
し
く
は
な
い
。
本
貫
地

を
京
条
坊
／
国
（
監
）
郡
郷
で
正
確
に
記
す
の
は
、
②
④
の
他
に
は
「
右
京
七
条
二

坊
」「
左
京
八
条
二
坊
」
の
二
例
の
み

（
（3
（

で
あ
る
。

　

金
井
沢
碑
の
記
す
年
紀
「
神
亀
三
年
」（
七
二
六
）
は
郷
里
制
施
行
期
間

（
（3
（

で
あ
り
、

「
上
野
国
羣
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
」
の
本
貫
地
表
記
は
ま
さ
に
そ
れ
に
か
な
っ
て
い

る
。
現
在
同
碑
の
所
在
す
る
高
崎
市
山
名
町
金
井
沢
は
、
古
代
の
多
胡
郡
（
旧
片
岡

郡
山
部
郷
）
に
属
し
、
碑
は
元
来
か
ら
現
在
地
の
近
く
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

（
（3
（

。
多

胡
郡
は
、
上
野
国
の
「
甘
良
郡
織
裳
・
韓
級
・
矢
田
・
大
家
、
緑
野
郡
武
美
、
片
岡

郡
山
等
」
の
六
郷
を
割
い
て
、
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
に
建
郡
さ
れ
た

（
（3
（

。
片
岡
郡

の
「
山
」
郷
は
本
来
「
山
部
」
郷
で
、
桓
武
天
皇
の
諱
「
山
部
」
を
避
け
た
結
果
の

表
記
で
あ
る
〔
松
田
猛
一
九
九
九
、三
頁
〕。「
佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
」
の
子
孫
に
よ

り
建
立
さ
れ
た
「
山
上
碑
」
の
所
在
地
も
、
同
じ
く
山
部
郷
に
属
す
る
。
山
部
郷
は

「
佐
野
三
家
」
一
族
の
勢
力
範
囲
で
あ
り
、
先
行
研
究
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
認
め
る
よ

う
に
、
金
井
沢
碑
の
「
誓
願
」
グ
ル
ー
プ
（
A
願
主
グ
ル
ー
プ
＋
B
（
狭
義
の
）
知

識
グ
ル
ー
プ
）
も
、
同
じ
一
族
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
他
方
で
、
多
胡
郡
建
郡
後
に
建
立
さ
れ
た
金
井
沢
碑
文
冒
頭
の
願
主
本

貫
地
は
、「
羣
馬
郡
下
賛
郷
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
下
賛
」
を
「
シ
モ
サ

ヌ
」
と
訓
ん
で
、「
佐さ

ぬ野
三
家
」
一
族
の
勢
力
範
囲
は
群
馬
郡
に
も
及
ん
で
い
た
と

み
る
説
が
、
尾
崎
喜
左
雄
氏
以
来
、
有
力
で
あ
る
〔
尾
崎
一
九
八
〇
、
八
八
～
九
一
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頁
（
（3
（

〕。
そ
れ
を
必
ず
し
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
碑
の
建
立
場
所
は
神
亀
三

年
当
時
に
お
い
て
は
、
多
胡
郡
（
旧
片
岡
郡
）
山
部
郷
で
あ
り
、「
羣
馬
郡
下
賛
郷
」

と
は
離
れ
て
い
る
。
郡
域
を
超
え
て
広
が
る「
ミ
ヤ
ケ
」一
族
の
中
の（
群
馬
郡
）「
下

賛
郷
を
本
拠
と
す
る
」
一
族
が
建
立
に
関
わ
っ
た
、
と
い
う
限
定
的
見
方
が
必
要
だ

ろ
う
〔
松
田
猛
二
〇
〇
九
、一
二
二
頁
〕。

　
「
佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
」
を
始
祖
と
す
る
系
譜
を
掲
げ
る
「
山
上
碑

（
（3
（

」
の
建
立

地
も
山
部
郷
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
碑
の
建
つ
多
胡
郡
（
旧
片
岡
郡
）
山
部

郷
こ
そ
が
、「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
発
祥
の
本
拠
地
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
群

馬
郡
下
賛
郷
を
本
貫
地
と
す
る
「
三
家
子
□
」
が
願
主
と
な
っ
て
、
金
井
沢
碑
は
建

立
さ
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、（
願
文
類
の
記
載
に
一
般
的
と
は
い
え
な
い
）
正
確
な

本
貫
地
「
上
野
国
羣
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
」
を
、
碑
文
冒
頭
に
刻
ん
で
明
示
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

戸
籍
に
准
拠
し
て
正
確
な
本
貫
地
記
載
を
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
戸
籍
は
郷
里
制

下
の
直
近
の
戸
籍
で
あ
る
養
老
五
年
籍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
行
諸

研
究
が
指
摘
し
、
本
稿
で
も
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
三
行
目
以
降
の
人
名
記
載
部

分
に
は
、
よ
り
古
い
大
宝
二
年
の
御
野
国
戸
籍
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
平
川
南
氏

の
所
説
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
養
老
五
年
籍
で
は
（
東
山
道
も
含
め
て
）
全
国
的
に

い
わ
ゆ
る
西
海
道
・
下
総
型
へ
の
書
式
統
一
が
さ
れ
た
。
碑
文
は
、
冒
頭
の
願
主
本

貫
地
に
関
わ
る
記
載
は
最
新
の
養
老
五
年
籍
に
準
拠
し
、
以
降
の
人
名
列
記
部
分
に

は
庚
寅
年
籍
以
来
の
（
同
地
域
に
浸
透
／
定
着
し
て
い
た
）
古
い
書
式
の
影
響
を
残

す
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
願
地
記
載
＋
「
三
家
子
□
」（
願
主
名
）
の
部
分
は
、

こ
の
点
か
ら
い
っ
て
も
や
や
異
質
な
の
で
あ
る
。

　
「
三
家
子
□
」
は
願
主
の
個
人
名
だ
が
、
そ
れ
は
（
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
、「
三
家
」

姓
を
名
乗
る
男
性
戸
主
と
い
う
意
味
で
の
）
公
的
な
願
主
主
体
に
と
ど
ま
る
も
の
と

し
て
、
碑
文
の
全
体
構
成
の
中
の
位
置
づ
け
／
役
割
に
お
い
て
は
限
定
的
に
と
ら
え

る
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
2
）「
七
世
父
母
現
在
父
母
」
と
「
現
在
侍
家
刀
自
」

　

供
養
対
象
と
し
て
記
さ
れ
る
「
七
世
父
母
現
在
父
母
」
は
、
狩
谷
掖
斎
以
来
の
指

摘
が
あ
る
よ
う
に

（
（3
（

、『
盂
蘭
盆
経
』
に
み
え
、
中
国
六
朝
の
造
像
銘
に
も
多
く
の
例

が
あ
り
、
古
代
の
金
石
文
に
広
く
み
ら
れ
る
慣
用
句
で
あ
る
。
倭
で
は
、『
日
本
書

紀
』
推
古
十
四
年
（
六
〇
六
）
四
月
壬
辰
是
日
条
に
「
自
是
年
初
毎
寺
、
四
月
八
日

七
月
十
五
日
設
斎
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
盂
蘭
盆
会
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は

七
月
一
五
日
と
い
う
日
付
と
「
設
斎
」
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、『
同
』
斉
明
五
年

（
六
五
九
）
七
月
庚
寅
（
一
五
日
）
条
に
は
「
詔
群
臣
、
於
京
内
諸
寺
、
勧
講
盂
蘭

盆
経
、
使
報
七
世
父
母
」
と
あ
っ
て
、
京
内
諸
寺
に
お
け
る
盂
蘭
盆
経
の
講
説
、「
七

世
父
母
」
へ
の
供
養
を
明
記
す
る
。

　
「
七
世
父
母
」
は
漠
然
と
し
た
祖
先
の
集
合
を
さ
す
句
だ
が
、「
現
在
父
母
」
に
つ

い
て
は
、
実
際
に
現
存
す
る
父
母
と
み
る
説
〔
東
野
〕
と
、
一
連
の
慣
用
句
で
あ
っ

て
必
ず
し
も
現
存
を
前
提
と
し
な
い
と
す
る
説
〔
勝
浦
〕
に
分
か
れ
る
。
東
野
氏
は
、

「
甲
寅
年
」（
推
古
二
年
、
五
九
四
）
の
光
背
銘

（
（3
（

に
「
奉
為
現
在
父
母
…
…
願
父
母
乗

此
功
徳
現
身
安
穏
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
現
在
父
母
」
を
ま
っ
た
く
の
慣
用
句
と

み
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、
現
存
す
る
父
母
と
解
す
べ
き
と
す
る
。
そ
の
上
で
、「
現

在
侍
家
刀
自
」
と
「
他
田
君
目
頬
刀
自
」
は
「
現
在
父
母
の
子
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
」
と
し
て
い
る
（
東
野
説
で
は
、
家
刀
自
と
目
頬
刀
自
は
別
人
と
み
る
）。
現
時

点
で
は
、「
三
家
子
□
」は
個
人
名
で
、「
六
口
」と
い
う
総
計
人
数
か
ら
い
っ
て「
現

在
侍
家
刀
自
他
田
君
目
頬
刀
自
」
で
一
名
と
み
る
勝
浦
氏
の
解
釈
が
、
も
っ
と
も
蓋

然
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
考
察
の
焦
点
は
、「
現
在
父
母
」
を
、
そ
の
前
に
記
さ

れ
る
願
主
「
三
家
子
□
」
の
現
存
す
る
父
母
と
み
る
余
地
が
あ
る
か
否
か
、
と
い
う

点
に
絞
ら
れ
よ
う
。

　

推
古
朝
か
ら
か
否
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
が

（
（3
（

、
少
な
く
と
も
斉
明
五
年
以
降

は
、
京
内
諸
寺
、
さ
ら
に
は
全
国
に
建
立
さ
れ
た
諸
寺
（
そ
の
多
く
は
豪
族
の
氏
寺
）

で
の
講
説
／
斎
会
を
通
じ
て
、
盂
蘭
盆
経
の
教
説
が
、
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
初
の
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地
域
社
会
に
徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
こ
で
次
に
、
盂
蘭
盆
経

に
お
け
る
「
七
世
父
母
現
在
父
母
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
確
認
し
た
い
。

　

仏
説
盂
蘭
盆
経

（
（4
（

に
は
次
の
よ
う
に
八
箇
所
に
わ
た
っ
て
、「
七
世
父
母
現
在
父
母
」

に
関
わ
る
表
現
が
み
ら
れ
る
。
1
＝
「
当
為
七
世
父
母
及
現
在
父
母
厄
難
中
者
」、

2
＝
「
現
在
父
母
七
世
父
母
六
親
眷
属
、
得
出
三
途
之
苦
」、
3
＝
「
若
復
有
人
父

母
現
在
者
福
楽
百
年
、
若
已
亡
七
世
父
母
生
天
」、
4
＝
「
救
度
現
在
父
母
乃
至
七

世
父
母
」、
5
＝
「
為
所
生
現
在
父
母
過
去
七
世
父
母
」、
6
＝
「
現
在
父
母
寿
命
百

年
…
…
乃
至
七
世
父
母
離
餓
鬼
苦
」、
7
＝
「
常
憶
父
母
供
養
乃
至
七
世
父
母
」、
8

＝
「
慈
憶
所
生
父
母
乃
至
七
世
父
母
…
…
以
報
父
母
長
養
慈
愛
之
恩
」
で
あ
る
。
多

く
は
慣
用
句
で
あ
り
、
漠
然
と
し
た
祖
先
の
う
ち
に
「
現
在
父
母
」
も
含
む
の
で
、

死
亡
と
も
生
存
と
も
い
え
な
い
。死
亡
し
た
特
定
の
者
を
さ
す
語
と
し
て
は
、「
亡
母
」

（
目
連
の
母

（
（4
（

）
の
語
が
使
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
3
は
「
父
母
が
現
在
す
れ
ば
、
福
楽
百
年
」
と
「
已
亡
な
ら
ば
七
世
父

母
生
天
」
が
対
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
の
「
現
在
父
母
」
は
明
ら
か
に
現
在
生
き
て

い
る
父
母
を
さ
す
。
6
の
「
現
在
父
母
は
、
寿
命
百
年
」
と
「
七
世
父
母
は
、
離
餓

鬼
苦
」
の
対
比
も
同
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
現
在
父
母
」
と
は
、
生
き
て
い
て
、
長

寿
を
願
わ
れ
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
5
に
い
う
よ
う
に
、「
現
在
父
母
」

と
は
「
過
去
七
世
父
母
」
と
は
区
別
さ
れ
る
「
所
生
現
在
父
母
」（
直
接
に
自
分
を

生
ん
で
く
れ
た
父
母
）
で
あ
り
、
8
に
い
う
よ
う
に
「
長
養
慈
愛
之
恩
」
を
自
分
に

そ
そ
い
で
く
れ
た
者
で
あ
る

（
（4
（

。
盂
蘭
盆
経
の
教
説
を
ベ
ー
ス
に
考
え
る
と
、
碑
文
の

「
現
在
父
母
」
に
も
、〝
現
在
生
き
て
い
る
父
母
〟（
の
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
）
を

含
む
余
地
は
充
分
に
あ
ろ
う
。

　

碑
文
の
構
成
か
ら
み
る
と
、「
七
世
父
母
現
在
父
母
」
に
つ
づ
く
「
現
在
侍
家
刀

自
」
は
、「
現
在
」
の
語
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
同
じ
対
象
を
さ
し
て
い
る
と
み

る
べ
き
で
あ
る
。「
現
在
父
母
」
の
慣
用
句
に
よ
っ
て
〝
現
在
生
き
て
い
る
／
自
分

自
身
の
父
母
〟
を
供
養
対
象
に
含
意
し
、そ
の
中
で
も
「
現
在
侍
」〝
母
〟
で
あ
る
「
家

刀
自
」
を
、（「
三
家
子
□
」
か
ら
み
た
）
供
養
対
象
で
あ
る
と
と
も
に
供
養
参
加
グ

ル
ー
プ
の
筆
頭
で
も
あ
る
こ
と
を
指
し
示
す
句
、
そ
れ
が
「
現
在
侍
家
刀
自
他
田
君

目
頬
刀
自
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

従
来
、「
現
在
侍
」
は
、「
現
在
（
生
き
て
）
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
あ
る
い
は
「
家
刀

自
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
い
っ
た
意
味
に
漠
然
と
解
さ
れ
て
き
た

（
（4
（

。
し
か
し
、
碑
文

の
構
成
と
し
て
は
、
も
う
少
し
厳
密
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
動
詞
の
「
侍
」

は
、「
世
話
を
し
た
り
、
指
示
を
受
け
て
動
い
た
り
す
る
た
め
に
つ
き
従
う
」
こ
と

で
あ
る
〔
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』〕。
戸
令
11
給
侍
条
に
は
、「
年
八
十
及
篤
疾
、

給
侍
一
人
」
と
あ
り
、
八
十
～
八
十
九
歳
の
老
人
と
重
篤
の
障
害
者
に
は
、
子
孫
／

近
親
の
「
丁
」（
課
役
負
担
年
齢
の
男
性
）
の
中
か
ら
、
世
話
係
と
し
て
「
侍
」
が

一
人
給
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
（
九
十
歳
に
は
二
人
、
百
歳
に
は
五
人
）。『
令
集
解
』

同
条
「
古
記
」
に
よ
り
、
大
宝
令
で
も
ほ
ぼ
同
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

碑
文
の
構
成
と
し
て
は
、
冒
頭
に
本
貫
地
記
載
を
伴
っ
て
明
記
さ
れ
た
「
三
家

子
□
」（
願
主
）
が
、「
七
世
父
母
現
在
父
母
」（
供
養
対
象
）
の
た
め
に
、「
現
在
侍

…
…
」と
続
く
の
で
あ
る
か
ら
、「
侍
」の
主
語
は「
三
家
子
□
」と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、「
又
児
」「
孫
」
も
「
三
家
子
□
」
の
児
・
孫
を
指
し
示
し

て
お
り
、「
三
家
子
□
」
は
主
格
と
し
て
、構
文
上
、最
後
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。「
家

刀
自
他
田
君
目
頬
刀
自
」
は
、「
三
家
子
□
」
が
「
侍
」
と
し
て
仕
え
る
（
近
親
の
）

老
女
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
碑
文
は
戸
籍
書
式
の
影
響
を
受
け
て
は
い

る
が
、
戸
籍
記
載
の
直
接
の
反
映
／
抜
書
で
は
な
い
。
戸
令
は
、
尊
長
養
老
の
家
族

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
重
視
の
観
点
か
ら
、
対
象
を
八
十
歳
以
上
に
限
定
し
て
、
本
来
な
ら

国
家
に
対
す
る
課
役
負
担
者
で
あ
る
近
親
男
性
の
課
役
を
免
除
し
て
、「
侍
」
丁
と

し
て
給
す
る
規
定
で
あ
る
。
地
域
社
会
に
お
け
る
一
般
的
な
尊
長
養
老
の
慣
行
と
し

て
は
、
七
十
歳
～
八
十
歳
（
以
上
）
程
度
を
実
際
上
の
「
侍
」
の
対
象
と
し
て
想
定

し
て
お
く
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
戸
籍
書
式
と
の
密
接
性
に
も
か
か
わ
ら

ず
な
ぜ
、「
妻○

他
田
君
目
頬
刀
自
」
と
記
載
さ
れ
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
に
、
一
つ



70

国立歴史民俗博物館研究報告
第 235集　2022年 9月

の
解
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
目
頬
刀
自
は「
三
家
子
□
」か
ら
み
た「
家
刀
自
」

で
は
あ
る
が
、〝
妻
〟
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
な
ぜ
〝
母
〟
と
記

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
三
章
１
節
で
地
域
社
会
に
お
け
る
「
刀
自
」
名

の
意
味
を
考
え
る
際
に
、
あ
ら
た
め
て
述
べ
た
い
。

　

写
経
識
語
か
ら
夫
妻
に
よ
る
（
と
推
定
さ
れ
る
）
八
世
紀
の
祖
先
供
養
願
文
の

構
成
を
み
る
と
、
1
節
で
あ
げ
た
②
「
勝
宝
四
年
辰
左
京
八
条
一
坊
民
伊
美
吉
若
麻

呂
、
財
首
三
気
女
、
右
二
人
、
為
父
母
願
」、
⑥
「
長
門
国
司
日
置
山
守
・
家
刀
自

三
首
那
、
為
父
母
敬
写
奉
如
件
」（
天
平
勝
宝
四
年
〔
七
五
二
〕）
に
、
⑦
「
大
宰
府

史
生
正
六
位
上
八
戸
石
嶋
・
春
日
戸
刀
自
売
、
奉
為
慈
父
母
仕
奉
願
」（
延
暦
四
年

〔
七
八
五
〕、
瑜
伽
師
地
論
巻
六
〇
、『
平
安
遺
文
』
題
跋
編
）
を
加
え
た
三
例
が
、

そ
れ
に
あ
た
る
。
い
ず
れ
も
、
願
主
夫
妻
名
の
次
に
供
養
対
象
が「
為
父
母
」／「
奉

為
慈
父
母
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
金
井
沢
碑
文
の
構
成
で
は
、願
主
名
「
三

家
子
□
」
の
次
に
供
養
対
象
「
為
七
世
父
母
現
在
父
母
」
が
き
て
、
そ
の
あ
と
に
「
現

在
侍
家
刀
自
」
以
下
が
つ
づ
く
。
明
ら
か
に
こ
う
し
た
夫
妻
祈
願
例
と
は
、
記
載
の

順
序
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
「
家
刀
自
」
を
「
三
家
子
□
」
の
〝
妻
〟
と
み
る
勝
浦
氏
は
、
願

主
筆
頭
の
「
三
家
子
□
」
は
「
自
分
を
含
め
て
全
員
を
願
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま
と

め
て
六
口
と
数
え
た
」、「
願
主
グ
ル
ー
プ
は
「
三
家
子
□
」
と
他
田
君
目
頬
刀
自
の

夫
妻
と
そ
の
娘
加
那
刀
自
に
よ
る
家
族
、
そ
し
て
こ
れ
に
加
那
刀
自
が
生
ん
だ
異
姓

の
所
生
子
の
男
女
が
含
ま
れ
る
と
い
う
、
全
体
と
し
て
血
縁
関
係
で
結
ば
れ
た
家
族

の
構
成
に
な
る
」
と
す
る
〔
勝
浦
二
〇
〇
〇
、
三
九
五
～
四
〇
二
頁
〕。
し
か
し
、「
他

田
君
目
頬
刀
自
」
が
「
三
家
子
□
」
の
妻
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
同
時
代
に
お
い
て
夫

婦
連
名
願
主
に
よ
る
祖
先
供
養
願
文
が
複
数
例
あ
る
一
方
で
、
金
井
沢
碑
で
は
そ
の

名
が
夫
と
並
ん
で
（
供
養
対
象
の
前
に
）
記
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
、
や
は
り
不
審
が

持
た
れ
る
。

　

二
人
が
夫
妻
な
ら
、
な
ぜ
夫
妻
連
名
祈
願
の
形
を
と
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、「
目
頬
刀
自
」
が
〝
妻
〟
で
は
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
よ
う
。
ま
た
、
金

井
沢
碑
に
お
け
る
供
養
対
象
「
七
世
父
母
現
在
父
母
」
が
、
他
の
夫
妻
連
名
祈
願
例

に
お
け
る
「
父
母
」
と
は
異
質
な
範
疇
を
含
意
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
章
3
節
で
取
り
上
げ
た

い
。

　

以
上
、
本
節
で
は
、﹁
盂
蘭
盆
経
﹂
の
教
説
の
分
析
か
ら
、
供
養
対
象
で
あ
る
﹁
現

在
父
母
﹂
の
う
ち
に
生
存
し
て
い
る
「
母
」
が
含
ま
れ
得
る
こ
と
、
お
よ
び
戸
令
給

侍
条
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
碑
文
構
成
上
、「
目
頬
刀
自
」
を
「
三
家
子
□
」

が
「
侍
」
す
る
（
近
親
）
老
女

≒

〝
母
〟
と
す
る
読
み
の
可
能
性
を
示
し
、「
妻
」

説
へ
の
疑
問
を
提
示
し
た
。

（
3
）「
又
児
」
と｢

孫｣

を
ど
う
み
る
か

　
「
又
児
加
那
刀
自
」
の
「
児
」
は
、
御
野
国
戸
籍
で
は
女
子
に
付
さ
れ
る
続
柄
語

で
あ
る

（
（4
（

。「
又
」
に
つ
い
て
は
、
一
章
2
節
で
述
べ
た
よ
う
に
東
野
氏
が
、
碑
文
後

段
の
「
又
知
識
所
結
人
…
…
」
が
そ
れ
以
前
と
区
別
す
る
意
味
を
も
つ
こ
と
と
の
共

通
性
に
着
目
し
て
、「
母
子
関
係
な
ら
ば
、
単
に
「
児
」
で
よ
い
」「
加
那
刀
自
は
、

む
し
ろ
他
田
君
目
頬
刀
自
に
直
接
は
つ
な
が
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
」
と
の
指
摘
を

行
っ
て
い
る
〔
東
野
二
〇
〇
四
、
二
四
四
頁
〕。
以
下
、
加
那
刀
自
が
目
頬
刀
自
と
直

接
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を
、
戸
籍
書
式
の
影
響
と
い
う
面
か
ら
も
確
認
し
て
お

き
た
い
。

　

御
野
国
戸
籍
で
は
、
男
女
を
分
け
て
配
列
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
親
子
・
兄
弟
／

姉
妹
を
書
き
上
げ
て
い
く
。
加
毛
郡
半
布
里
の
中
政
戸
秦
人
安
麻
呂
戸
（
八
八
頁
）

を
例
に
と
る
と
、
前
半
男
性
歴
名
部
は
「
下
々
戸
主
安
麻
呂　

嫡○

子○

久
毛
方　

次○

阿

弥
方　

次○

伴
足　

次○

小
足　

戸
主
同
党
秦
人
所
波　

嫡○

○子
椋
手　

次○

高
嶋　

次○

眞
須

　

次
赤
麻
呂
…
…
」、
後
半
の
女
性
歴
名
部
は
「
戸
主
母
秦
人
久
波
賣　

児○

古
賣　

児○

生
部
意
志
賣　

戸
主
妻
秦
人
稲
依
賣　

児
古
賣　

次
津
賣　

次
黒
太
賣
…
…
」（
各

人
名
の
下
の
年
齢
・
年
齢
区
分
記
載
は
略
）
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
又
」
字
が

な
く
「
目
頬
刀
自
児○

加
那
刀
自
」
だ
と
、
右
掲
戸
の
「
古
賣
―
児○

生
部
意
志
賣
」
の
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よ
う
に
、（「
目
頬
刀
自
」
が
「
三
家
子
□
」
の
妻
で
あ
る
に
せ
よ
母
で
あ
る
に
せ
よ
）

加
那
刀
自
は
目
頬
刀
自
の
児
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
避
け
る
た

め
に
、「
又
」
字
で
「
目
頬
刀
自
」
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
冒
頭
部
に

記
さ
れ
た
戸
主
「
三
家
子
□
」
の
「
児
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
。
ち
な

み
に
「
戸
主
児
」
の
記
載
例
と
し
て
は
、
御
野
国
本
巣
郡
来
栖
太
里
の
下
政
戸
漢
人

部
鳥
戸
（
三
〇
頁
）
に
、
戸
主
母
も
妻
も
同
籍
せ
ず
、
女
性
歴
名
部
冒
頭
に
「
戸
主

児○

姉
賣　

次
黒
賣
…
…
」
と
あ
る
。

　
「
加
那
刀
自
」
に
姓
の
記
載
が
な
い
の
は
、
御
野
国
戸
籍
の
書
式
で
は
、
父
姓
継

承
の
原
則
に
よ
り
戸
主
（
な
い
し
直
近
に
記
載
さ
れ
た
血
縁
男
性
戸
口
）
と
同
姓
で

あ
る
こ
と
が
自
明
な
場
合
は
姓
の
記
載
を
省
略
す
る
か
ら
で
あ
り
、
彼
女
の
氏
姓
は

「
三
家
」
で
あ
る
。
対
し
て
、
母
、
妻
妾
、
姉
妹
な
ど
の
子
に
は
姓
を
記
す
の
が
原

則
な
の
で
、「
現
在
侍
家
刀
自
」
で
あ
る
目
頬
刀
自
は
「
他○

田○

君○

目
頬
刀
自
」
と
氏

姓
が
明
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
に
も
、
戸
籍
書
式
の
影
響
は
確
認
で
き
る
〔
三
上

喜
孝
二
〇
一
八
︱
七
三
頁
〕。

　
﹁
加
那
刀
自
﹂
の
次
に
記
載
さ
れ
た
「
物
部
君
午
足
」
は
、﹁
加
那
刀
自
﹂
の
子
と

み
る
の
が
お
お
か
た
の
理
解
だ
が
、必
ず
し
も
そ
う
は
い
え
な
い
。﹁
又
﹂
で
区
切
っ

て
、「
加
那
刀
自
」
が
「
三
家
子
□
」（
戸
主
）
の
﹁
児
﹂
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
つ
づ
く
午
足
に
冠
せ
ら
れ
た
「
孫
」
も
、「
三
家
子
□
」
か

ら
み
た
「
孫
」
を
意
味
す
る
。
も
し
直
前
に
記
載
さ
れ
た
「
加
那
刀
自
」
の
子
で
あ

る
な
ら
ば
、
戸
籍
書
式
と
し
て
は
、﹁
児
（
子
）
物
部
君
午
足
﹂
で
良
い
。

　

午
足
等
が
「
三
家
子
□
」
の
「
孫
」
で
は
あ
る
が
、「
加
那
刀
自
」
の
子
で
は
な

い
と
す
れ
ば
、
加
那
刀
自
の
姉
妹
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
午
足
等

の
母
は
お
そ
ら
く
既
に
死
亡
し
た
の
だ
ろ
う
。
母
の
い
な
い
「
戸
主
孫
」
の
例
と
し

て
、
春
部
里
上
政
戸
六
人
部
加
利
戸（
一
七
頁
）に
は
、「
戸
主
孫○

石
作
部
咋
」が
い
る
。

石
作
部
と
い
う
氏
姓
を
明
記
す
る
の
で
、
咋
は
加
利
の
娘
の
子
で
あ
る
。「
次

刀

自
」「
次
乙
（
若
）

刀
自
」
は
、
午
足
の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
と
し
て
同
じ
く
「
物
部
君
」

で
あ
る
こ
と
が
自
明
な
の
で
、
氏
姓
は
記
さ
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
以
上
の
解
釈
は
戸
籍
書
式
に
よ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
碑
文
構

成
上
は
、「
加
那
刀
自
」
の
子
で
あ
っ
て
も
、「
三
家
子
□
」
を
主
格
と
し
て
「
孫
」

と
記
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
一
応
、「
午
足
」
等
は
「
加
那
刀
自
」
の

子
と
解
す
る
が
、
そ
の
姉
妹
の
子
の
可
能
性
も
あ
る
、
と
し
て
お
く
。
重
要
な
こ
と

は
、﹁
三
家
子
□
﹂
の
娘
の
子
（
女
系
）
が
「
孫
」
と
し
て
供
養
に
参
加
し
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
は
ど
ち
ら
で
も
か
わ
り
な
い
。

　

前
節
で
、「
現
在
父
母
」
と
「
現
在
侍
」
の
重
な
り
か
ら
、「
他
田
君
目
頬
刀
自
」

は
「
三
家
子
□
」
が
「
侍
」
す
る
近
親
老
女

≒

〝
母
〟（
子
□
の
実
の
母
の
可
能
性

も
含
む
）
で
あ
る
と
し
た
。
本
節
で
は
、「
又
児
」
を
冠
す
る
「
加
那
刀
自
」
は
「
目

頬
刀
自
」
の
児
で
は
な
く
、
戸
主
「
三
家
子
□
」
の
児
と
推
定
す
べ
き
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。「
加
那
刀
自
」
が
「
目
頬
刀
自
」
の
児
で
な
く
、「
三
家
子
□
」
の
児
だ

と
す
れ
ば
、「
目
頬
刀
自
」
は
「
三
家
子
□
」
の
妻
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

御
野
国
戸
籍
書
式
を
参
照
す
る
と
、「
加
那
刀
自
」
が
前
妻
の
児
で
あ
る
可
能
性
は

否
定
さ
れ
る

（
（4
（

。

　

本
章
の
考
察
の
結
論
と
し
て
、「
現
在
侍
家
刀
自
他
田
君
目
頬
刀
自
」
は
「
三
家

子
□
」
の
「
妻
」
で
は
な
く
、「
母
」
を
含
む
母
世
代
の
老
女

≒

〝
母
〟
で
あ
る
、

と
の
新
た
な
読
み
を
提
示
す
る
。

❸
地
域
に
お
け
る
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族

（
1
）　
「
刀
自
」
名
と
「
家
刀
自
」
の
意
味

　

金
井
沢
碑
の
女
性
た
ち
は
、「
目
頬
刀
自
」「
加
那
刀
自
」「

刀
自
」「
乙
（
若
）

刀
自
」
と
、
全
員
が
「
＊
＊
刀
自
」
で
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、

「
黒
賣
刀
自
」（
山
上
碑
）「
安
理
故
能の

刀
自
」（
船
氏
王
後
墓
誌
）「
阿
牟
田
刀
自
」（
丹

生
祝
本
系
帳
）・「
小
宮
刀
自
」（
伊
福
部
臣
古
志
）
は
、
黒
賣
・
安
理
故
・
阿
牟
田
・

小
宮
と
い
う
実
名
に
尊
称
と
し
て
の
「
刀
自
」
を
プ
ラ
ス
し
た
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
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は
い
ず
れ
も
、
地
方
豪
族
層
の
系
譜
的
史
料
に
み
ら
れ
る
女
性
名
表
記
で
あ
る
。
地

域
社
会
で
、
い
わ
ば
〝
黒
賣
様
〟〝
安
理
故
様
〟
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
語
ら
れ

た
名
前
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、戸
籍
の
女
性
名
表
記
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
接
尾
辞
「
メ
」

を
つ
け
た
「
＊
＊
賣
」
で
あ
る
の
に
、
碑
文
の
四
名
に
は
そ
ろ
っ
て
「
メ
」
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
四
名
の
人
名
表
記
は
、
直
接
に
戸
籍
記
載
を
反
映
し
た
も
の
で

は
な
く
、
上
毛
野
地
域
に
お
け
る
豪
族
層
の
系
譜
語
り
の
中
で
の
女
性
名
の
反
映
で

あ
り
、「
刀
自
」
は
実
名
に
プ
ラ
ス
さ
れ
た
尊
称
と
判
断
で
き
よ
う
。

　

で
は
彼
女
ら
は
戸
籍
に
は
ど
う
記
載
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
目
頬
賣
」
か
、
あ

る
い
は
「
目
頬
刀
自
賣
」
だ
ろ
う
か
。
御
野
国
戸
籍
の
刀
自
賣
型
女
性
名
は
、
＊
の

部
分
の
な
い
「
刀
自
賣
」
が
44
例
ほ
ど
、「
小
刀
自
賣
」
が
9
例
、「
古
刀
自
賣
」
が

9
例
、
そ
の
他
は
「
麻
刀
自
賣
」
2
例
、「
大
刀
自
賣
」「
乎
刀
自
賣
」
各
1
例
で
あ

る
。
し
か
も
同
戸
に
複
数
の
「
刀
自
賣
」
の
い
る
例
も
あ
り
、
本
巣
郡
栗
栖
太
里
の

氏
名
不
詳
戸
（
三
七
頁
）
に
は
、
三
名
も
の
「
刀
自
賣
」
が
い
る
。
刀
自
型
人
名
に

限
ら
ず
、
同
一
戸
内
に
全
く
同
姓
同
名
の
男
女
が
複
数
い
る
こ
と
は
、
め
ず
ら
し
く

な
い
。
こ
れ
は
、
一
戸
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
人
員
が
実
際
の
生
活
共
同
体
を
な

し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
戸
籍
作
成
時
に
便
宜
的
に
つ
け

た
名
前
が
多
か
っ
た
こ
と
を
も
う
か
が
わ
せ
る
〔
義
江
二
〇
〇
七
a
、
三
七
頁
〕。「
古

刀
自
賣
」
は
、
半
布
里
に
の
み
集
中
し
て
み
ら
れ
、
同
里
に
は
他
の
タ
イ
プ
の
刀
自

賣
型
女
性
名
は
な
い
。
里
長
の
命
名
方
針
に
よ
り
、適
宜
つ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

角
田
一
九
八
〇
に
よ
っ
て
同
時
代
の
他
史
料
に
み
え
る
刀
自
賣
型
名
を
概
観
す
る

と
、
刀
自
賣
・
古
刀
自
賣
の
他
に
、
花
刀
自
賣
・
酒
刀
自
賣
・
廣
刀
自
賣
・
白
刀
自

賣
・
浄
刀
自
賣
・
阿
理
刀
自
賣
・
家
刀
自
賣
・
春
刀
自
賣
・
継
刀
自
賣
・
玉
刀
自
賣
・

真
刀
自
賣
・
豊
刀
自
賣
・
久
米
刀
自
賣
な
ど
が
あ
る
。
女
性
名
「
＊
刀
自
賣
」
の

＊
部
分
は
、
お
お
む
ね
1
～
2
音
節
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（
（4
（

。
一
方
、
尊
称
と
し
て

の
「
＊
＊
の
刀
自
」
の
＊
＊
部
分
は
、
す
で
に
あ
げ
た
黒
売
・
安
理
故
・
阿
牟
田
・

の
他
に
も
、「
吹ふ

ふ
き芡

刀
自
」（『
万
葉
集
』
巻
一
︱
二
二
番
）
な
ど
、
お
お
む
ね
2
～

3
音
節
で
あ
る
。
金
井
沢
碑
の
「
目
頬
刀
自
」
た
ち
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
は

「
目め

つ
ら頬

の
刀
自
」「
加か

な那
の
刀
自
」「ひ

づ
めの

刀
自
」「
乙お

と
／
わ
か

（
若
）ひ

づ
めの

刀
自
」
と
い
う
尊

称
で
呼
ば
れ
、
戸
籍
に
は
「
目
頬
賣
」「
加
那
賣
」「

賣
」「
乙
（
若
）

賣
」
と

記
載
さ
れ
た
、
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

　

で
は
、「
刀
自
」
の
尊
称
で
よ
ば
れ
た
「
目
頬
刀
自
」
に
冠
さ
れ
た
、「
現
在
侍
家

刀
自
」
の
「
家
刀
自
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
旧
稿
で
は
「
現
在
侍
家
刀
自
」
と
「
目

頬
刀
自
」
を
別
人
と
み
て
、
三
家
を
姓
と
す
る
男
性
族
長
と
は
別
の
、
広
義
の
「
ミ

ヤ
ケ
」
一
族
を
現
実
の
生
活
上
の
ま
と
ま
り
に
お
い
て
統
率
し
た
女
性
、
と
考
え
た

〔
義
江
二
〇
〇
七
b
、
五
五
頁
〕。
今
回
、
勝
浦
氏
の
所
見
に
依
拠
し
て
、「
三
家
子
□
」

を
一
人
の
男
性
、「
現
在
侍
家
刀
自
＝
他
田
君
目
頬
刀
自
」
を
一
人
の
女
性
と
み
た

上
で
、
私
見
と
し
て
、「
目
頬
刀
自
」
は
「
三
家
子
□
」
の
〝
母
〟
を
含
む
母
世
代

の
老
女
だ
と
推
定
し
た
。「
物
部
君
午
足
」
等
キ
ョ
ウ
ダ
イ
が
﹁
三
家
子
□
﹂
の
「
孫
」

だ
と
す
れ
ば
、
彼
ら
か
ら
み
て
「
目
頬
刀
自
」
は
曾
祖
母
世
代
に
な
る
。
相
当
の
高

齢
女
性
で
あ
り
、「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
女
性
最
長
老
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

前
章
で
は
、
戸
令
給
侍
条
の
規
定
を
参
照
し
つ
つ
、
地
域
の
尊
長
養
老
の
慣
行
と

し
て
は
七
十
歳
～
八
十
歳
（
以
上
）
の
老
女
か
、
と
推
定
し
た
。
そ
れ
以
上
に
実
年

代
を
考
え
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、「
刀
自
」
の
尊
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、「

刀

自
」「
乙（
若
）
刀
自
」姉
妹
が
通
婚
年
齢
で
あ
る
一
三
歳
程
度
以
上
、
兄
の「
午
足
」

が
一
五
歳
程
度
以
上
と
仮
定
す
る
と
、
彼
ら
が
加
那
刀
自
の
子
で
あ
る
に
せ
よ
そ
の

姉
妹
の
子
で
あ
る
に
せ
よ
、
祖
父
で
あ
る
「
三
家
子
□
」
の
年
齢
は
五
〇
～
五
五
歳

程
度
で
あ
ろ
う
か
。「
子
□
」
の
〝
母
〟
世
代
の
「
目
頬
刀
自
」
は
や
は
り
、
七
〇

～
八
〇
歳
（
以
上
）
と
い
う
推
定
が
導
か
れ
る
。

　

一
〇
世
紀
前
半
成
立
の
辞
書『
和
名
類
聚
抄
』巻
二
第
十
九
老
幼
類
の「
刀
自（
負
）」

項
に
は
、
劉
向
列
女
傳
を
引
い
て
、「
古
語
に
老
母
を
負

（
（4
（

と
な
す
」
と
あ
り
、「
今
案

ず
る
に
、
俗
人
、
老
女
を
謂
っ
て

と
な
す
。
…
…
和
名
度と

じ之
」
と
す
る
。
和
名
の

「
と
じ
」
＝
老
女
／
老
母
と
は
、
親
族
タ
ー
ム
の
「
母
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
世

代
タ
ー
ム
と
し
て
「
母
世
代
の
長
老
格
女
性
」
を
意
味
す
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う

（
（4
（

。

「
目
頬
刀
自
」
が
「
三
家
子
□
」
の
〝
母
〟
の
可
能
性
も
あ
る
と
の
本
稿
の
推
定
に
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一
定
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
し
て
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
母
」
と
記
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
、
彼
女
の
立
場
が
「
母
」
の
語
で
は
表
現
し
得
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
。
彼
女
は
ま
さ
に
、「
家
刀
自
」
と
し
か
い
い
え
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

上
毛
野
地
域
に
勢
力
を
広
げ
た
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
拠
点
（
ヤ
ケ
）
は
、山
上
碑
・

金
井
沢
碑
造
立
地
の
近
辺
に
あ
り
、「
目
頬
刀
自
」
は
そ
の
家
刀
自
（
ヤ
ケ
の
刀
自
）

た
る
最
長
老
女
性
だ
っ
た
、
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

（
2
）
系
譜
関
係
の
復
元
に
み
る｢

ミ
ヤ
ケ｣

一
族

　

父
姓
に
よ
り
他
田
姓
を
名
乗
る
「
目
頬
刀
自
」
が
、「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
女
性
長

老
と
し
て
の
社
会
的
位
置
を
占
め
得
た
の
は
、
そ
の
母
が
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
女
性

で
あ
り
、
彼
女
自
身
も
地
域
社
会
の
認
識
と
し
て
は
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
一
員
だ
っ

た
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
一
般
的
な
婚
姻
慣
行
の
中
で
考
え
る
と
、「
目

頬
刀
自
」
は
母
方
で
生
育
し
、
婚
姻
後
も
そ
の
地
を
動
い
て
い
な
い
（
他
田
姓
の
男

性
の
訪
婚
／
妻
方
居
住
婚
）
故
に
、「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
拠
点
に
お
け
る
祖
先
供
養

に
際
し
て
「
家
刀
自
」
と
し
て
筆
頭
に
名
を
つ
ら
ね
た
、
と
い
う
状
況
が
想
定
で
き

よ
う
。

　

試
み
に
御
野
国
戸
籍
を
瞥
見
す
る
と
、
七
〇
歳
以
上
の
戸
主
母
世
代
女
性
を
11
例

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
戸
主
母
が
七
二
歳
・
七
三
歳
・
七
三
歳
・
八
二
歳
の
4

例
＋
１
例

（
（4
（

、
戸
主
姑
（
オ
バ
）
が
七
〇
歳
・
七
二
歳
・
八
二
歳
の
3
例

（
（5
（

、
戸
主
お

よ
び
戸
主
兄
弟
の
妻
の
母
が
七
三
歳
・
八
六
歳
・
八
一
歳
の
3
例

（
（5
（

で
あ
る
。「
三
家

子
□
」
が
戸
主
的
位
置
に
あ
る
と
し
て
、
そ
の
〝
母
〟「
目
頬
刀
自
」
を
七
〇
歳
～

八
〇
歳
の
「
現
在
」（
生
存
す
る
）「
母
」
と
想
定
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
不
自
然
で

は
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

　

王
権
レ
ベ
ル
で
い
え
ば
、
足
か
け
三
七
年
の
長
期
の
治
世
の
の
ち
に
七
五
歳
で
没

し
た
推
古
は
、
王
族
最
長
老
女
性
と
し
て
、
最
後
ま
で
統
治
者
で
あ
り
つ
づ
け
、
没

す
る
前
日
に
、
王
位
継
承
に
新
た
な
方
向
づ
け
を
す
る
重
要
な
遺
詔
を
残
し
た
〔
義

江
二
〇
一
七
a
、
六
八
頁
〕。
郡
司
階
層
の
豪
族
に
つ
い
て
み
る
と
、
上
野
国
佐
位
郡

出
身
の
采
女
「
老
刀
自
」
が
い
る
。
本
姓
は
檜
前
君
で
、
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）

三
月
に
上
野
佐
位
朝
臣
を
賜
り
、
翌
年
六
月
に
は
上
野
国
造
に
任
じ
ら
れ
た
。
時
に

膳
司
の
掌
膳
で
あ
っ
た
か
ら
、
年
齢
は
不
明
な
も
の
の
、
後
宮
十
二
司
の
女
官
と
し

て
勤
め
上
げ
た
長
年
の
功
労
に
よ
る
任
命
で
あ
ろ
う
。
伊
勢
国
飯
高
郡
の
飯
高
諸
高

の
場
合
は
、
飯
高
君
笠
目
か
ら
飯
高
宿
祢
諸
高
に
、
改
姓
と
と
も
に
名
前
も
変
わ
っ

た
ら
し
い
。
元
正
朝
か
ら
光
仁
朝
ま
で
の
歴
代
天
皇
に
仕
え
、
宝
亀
七
年（
七
七
六
）

に
従
三
位
、
同
八
年
正
月
に
八
〇
歳
に
な
っ
た
賀
と
し
て
絁
等
を
勅
賜
さ
れ
、
同
年

五
月
に
典
侍
従
三
位
で
亡
く
な
っ
た

（
（5
（

。
彼
女
の
働
き
に
よ
っ
て
、
郷
里
の
一
族
は
、

そ
の
地
位
を
高
め
改
姓
を
な
し
と
げ
た
。
飯
高
の
例
を
参
照
す
る
と
、
上
野
国
の

「
老
刀
自
」
も
、
永
年
勤
務
の
の
ち
上
野
佐
位
朝
臣
へ
の
改
姓
に
と
も
な
っ
て
、「
老

刀
自
」
の
名
を
賜
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
族
を
代
表
す
る
長
老
女
性
と
し
て
、
そ

れ
を
讃
え
る
名
前
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

古
代
社
会
に
お
い
て
七
〇
歳
を
越
す
高
齢
女
性
で
あ
る
こ
と
は
、
経
験
を
積
ん
だ

一
族
最
長
老
と
し
て
尊
崇
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

み
れ
ば
、
目
頬
刀
自
が
七
〇
歳
以
上
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
女
を
「
ミ
ヤ
ケ
」

一
族
の
「
家
刀
自
」
の
地
位
に
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
と
何
ら
矛
盾
し
な
い
こ
と
が

理
解
で
き
よ
う
。
仏
教
的
慣
用
句
の
「
現
在
父
母
」
と
重
ね
つ
つ
、「
現
在
侍
」（
現

在
生
き
て
い
て
、
私
（
子
□
）
が
お
世
話
申
し
上
げ
て
い
る
）
と
特
に
言
挙
げ
し
て
、

﹁
盂
蘭
盆
経
﹂
に
い
う
よ
う
に
彼
女
の
「
福
楽
百
年
」「
寿
命
百
年
」
を
祈
願
し
た
の

だ
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
年
齢
と
も
い
え
よ
う
。

　
「
目
頬
刀
自
」
の
母
に
つ
い
て
は
、「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
女
性
と
し
か
い
え
な
い
。

彼
女
が
「
三
家
姓
」
だ
っ
た
か
否
か
は
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
前
記
の
年
齢
推
定

に
よ
れ
ば
、「
目
頬
刀
自
」
は
庚
寅
年
籍
（
六
九
〇
年
）
当
時
で
は
、
四
〇
歳
程
度
、

そ
の
母
は
六
〇
歳
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
同
じ
一
族
に
関
わ
る
と
推
定
さ

れ
て
い
る
「
辛
己
年
」（
辛
巳
＝
天
武
十
年
、
六
八
一
）
の
「
山
上
碑
」
で
は
、「
黒

賣
刀
自
」
は
「
佐
野
三
家
定
賜
・
健
守
命
」
の
子
孫
と
し
て
だ
け
示
さ
れ
、
氏
姓
の

記
載
が
な
い
。
黒
賣
の
死
去
は
碑
文
に
刻
ま
れ
た
「
辛
己
年
」（
六
八
一
）
よ
り
は
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前
と
思
わ
れ
る
が
、
庚
午
年
籍
（
六
七
〇
）
に
何
ら
か
の
氏
姓
を
付
し
て
記
さ
れ
た

と
し
て
も
、
地
域
社
会
に
お
い
て
は
氏
姓
を
付
さ
な
い
「
黒
賣
の
刀
自
」
の
尊
称
に

よ
っ
て
通
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
山
上
碑
」の
他
の
人
名
に
付
さ
れ
た「
＊
＊
臣
」

「
＊
＊
足
尼
」
の
「
臣
」「
足
尼
」
も
「
刀
自
」
と
同
様
に
、
公
的
カ
バ
ネ
で
は
な

く
、
系
譜
伝
承
関
係
史
料
に
通
例
と
し
て
み
ら
れ
る
尊
称
で
あ
る
〔
義
江
二
〇
〇
〇

a
、
九
二
～
九
三
頁
〕。　

　

天
武
十
一
年
（
六
八
二
）
十
二
月
の
詔
で
、
氏
毎
に
氏
上
を
定
め
氏
人
の
範
囲

を
確
定
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ

（
（5
（

、
こ
れ
以
降
、
父
姓
継
承
の
原
則
の
も
と
、
同
姓

を
名
乗
る
一
族
が
外
延
部
の
明
確
な
父
系
氏
族
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
く
〔
義
江

一
九
八
六
︱
九
頁
〕。
地
域
社
会
で
双
系
的
親
族
原
理
の
も
と
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
と
し

て
存
在
し
て
い
た
一
人
一
人
の
男
女
が
、
こ
の
新
た
な
氏
族
編
成
の
動
き
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
氏
姓
を
付
与
さ
れ
戸
籍
に
登
載
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
公
的

に
は
ど
の
よ
う
な
氏
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
に
せ
よ
、
七
世
紀
後
半
の
地
域
社

会
に
お
い
て
、「
目
頬
刀
自
」
の
母
は
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
女
性
と
し
て
存
在
し
つ

づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
の
ま
と
め
と
し
て
、
願
主
グ
ル
ー
プ
六
口
に
つ
い
て
の
新
復
元

義江旧復元案

①現
在
侍
る
家
刀
自

（
池
田
君
の
男
性
）

（
三
家
子
孫
の
女
性
）②池

田
君
目
頬
刀
自

（
池
田
君
の
男
性
）（

物
部
君
の
男
性
）

　
　
　
　
③

〔
池
田
君
〕
加
那
刀
自

⑥ ⑤ ④
〔
物
部
君
〕
乙

刀
自

〔
物
部
君
〕

刀
自

物
部
君
午
足

丸
数
字
は
碑
文
に
表
れ
る
人
名
順

義江新復元案
（……は推定） 

（
他
田
君
姓
の
男
性
） ②

現
在
侍
家
刀
自

①
三
家
子
□

（
物
部
君
姓
の
男
性
）

③
又
児
・（
三
家
）
加
那
刀
自

④
孫
・
物
部
君
午
足

⑤
次
・（
物
部
君
）

刀
自

⑥
次
・（
物
部
君
）
乙

刀
自

（
三
家
）
＊
＊

他
田
君
目
頬
刀
自

（
三
家
姓
の
男
性
）

「
現
在
父
母
」

（「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
女
性
）

丸
数
字
は
碑
文
に
表
れ
る
人
名
順
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案
を
、
旧
復
元
案
〔
義
江
二
〇
〇
七
b
、
五
五
頁
〕
と
対
置
し
て
提
示
す
る
。

　

旧
復
元
案
と
の
違
い
は
、〔
池
田
君
〕
を
〔
他
田
君
〕
に
訂
正
し
、「
三
家
子
□
」

を
男
性
名
と
し
て
系
譜
に
加
え
、「
現
在
侍
家
刀
自
・
他
田
君
目
頬
刀
自
」
を
一
人

の
女
性
名
と
し
、
か
つ
「
三
家
子
□
」
の
〝
母
〟
世
代
の
位
置
に
据
え
た
こ
と
、
さ

ら
に
﹁
物
部
君
午
足
﹂
等
キ
ョ
ウ
ダ
イ
は
「
加
那
刀
自
」
の
子
と
み
て
お
く
が
、
そ

の
姉
妹
の
子
の
可
能
性
も
含
む
、
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
系
譜
関
係
に
復
元
さ
れ
た

「
六
口
」
が
、
い
か
な
る
同
籍
／
同
居
関
係
に
あ
っ
た
か
は
、
碑
文
か
ら
は
判
断
の

手
が
か
り
が
な
い
。
供
養
対
象
を
示
す
慣
用
句
「
現
在
父
母
」
の
う
ち
の
「
父
」
は
、

息
子
に
あ
た
る
「
三
家
子
□
」
が
戸
主
の
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
す
で
に
亡

く
な
っ
て
い
る
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

新
復
元
案
に
よ
っ
て
も
、「
三
家
子
□
」
か
ら
「
午
足
」
キ
ョ
ウ
ダ
イ
ま
で
、
男

系
女
系
の
双
方
を
交
え
た
血
縁
の
つ
ら
な
り
は
あ
る
。
し
か
し
A
グ
ル
ー
プ
全
体

を
、
勝
浦
氏
の
い
う
よ
う
に
一
つ
の
〝
家
族
〟
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
か
。「
他
田
君
」

姓
を
名
乗
る
「
目
頬
刀
自
」
も
、「
物
部
君
」
姓
を
名
乗
る
﹁
午
足
﹂
等
キ
ョ
ウ
ダ

イ
も
、
地
域
社
会
の
認
識
と
し
て
は
紛
れ
も
な
く
広
義
の
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
だ
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
認
識
の
も
と
に
、「
三
家
」
姓
の
﹁
三
家
子
□
﹂
を
公
的
願

主
と
し
て
、（「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
本
拠
地
に
お
け
る
）﹁
七
世
父
母
現
在
父
母
﹂
の

供
養
に
結
集
し
た
、
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
碑
文
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、〝
家

族
〟
で
は
な
く
一
族
結
合
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、﹁
七
世
父
母
現
在
父
母
﹂
と
い
う
新
た
に
浸
透
し
は
じ
め
た
仏
教
的

慣
用
句
が
、「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
旧
来
の
一
族
意
識
と
重
な

り
あ
う
、
そ
の
背
景
こ
そ
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
姓
の
同
一
で
く
く

ら
れ
る
（
七
世
紀
後
半
以
降
の
）
新
た
な
父
系
氏
族
の
枠
組
み
と
、
地
域
に
お
け
る

現
実
の
一
族
意
識
と
の
ズ
レ
に
注
目
し
、
そ
こ
に
外
来
／
新
来
の
仏
教
的
祖
先
観
が

ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
か
、
と
い
う
分
析
視
点
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
（5
（

。

（
3
）「
天
地
誓
願
」
に
み
る
祖
先
観
と
系
譜
意
識

　

碑
文
は
、「
又
知
識
所
結
人
」（
狭
義
の
﹁
知
識
﹂
グ
ル
ー
プ
＝
B
）
の
「
三
口
」

を
加
え
て
、
あ
わ
せ
て
九
名
の
者
が
「
知
識
結
而
天
地
誓
願
仕
奉
石
文
」
の
文
言
、

そ
し
て
﹁
神
亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日
﹂
の
年
紀
が
記
さ
れ
て
お
わ
る
。
B
に
つ
い

て
は
、
本
節
の
最
後
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
﹁
天
地
誓
願
﹂
に
つ
い
て
考
え

た
い
。

　

朝
鮮
の
造
像
銘
に
み
え
る
﹁
七
世
父
母
﹂
の
用
例
を
検
討
し
た
増
尾
伸
一
郎
氏
に

よ
る
と
、「
大
和
十
三
年
歳
己
巳
」（
高
句
麗
長
寿
王
七
七
年
、
四
八
九
年
か
）
の
三

尊
石
仏
像
銘
か
ら
「
己
丑
年
」（
新
羅
神
文
王
九
年
、
六
八
九
年
か
）
の
阿
弥
陀
仏

石
像
銘
ま
で
の
、
五
～
七
世
紀
の
四
例
に
お
い
て
、「
七
世
父
母
」
／
﹁
国
王
大
臣

及
七
世
父
母
﹂の
文
言
が
見
ら
れ
る
。
増
尾
氏
は
、こ
れ
ら
の
造
像
銘
の「
七
世
父
母
」

の
語
を
日
本
古
代
の
用
例
の
直
接
的
先
蹤
と
し
て
注
目
し
た
上
で
、
金
井
沢
碑
は
末

尾
に
「
天
地
誓
願
」
と
し
て
﹁
天
神
地
祇
あ
る
い
は
天
地
諸
神
に
対
す
る
誓
願
を
も

併
記
す
る
点
﹂
が
、
朝
鮮
の
も
の
と
は
異
な
る
と
す
る
〔
増
尾
一
九
九
九
、二
〇
九
～

二
一
八
頁
〕。

　

朝
鮮
の
地
に
残
る
石
像
銘
で
は
な
い
が
、
朝
鮮
製
か
と
さ
れ
る
法
隆
寺
献
納
宝
物

の
一
つ
「
庚
寅
年
」（
推
古
二
年
、
五
九
四
年
か
）
の
（
金
銅
釈
迦
像
）「
光
背

（
（5
（

」
に

は
、「
弟
子
王
延
孫
奉
為
現○

○在
父○

○母
敬
造
金
銅
釈
迦
仏
像
一
躯
願
父○

○母
乗
此
功
徳
現

身
安
穏
…
…
速
生
浄
土
」
と
あ
り
、﹁
現
在
父
母
﹂
の
句
と
と
も
に
、
そ
の
﹁
父
母
﹂

に
対
し
て
、
生
き
て
い
る
時
の
﹁
現
身
安
穏
﹂
と
亡
く
な
っ
た
後
の
「
速
生
浄
土
」

を
併
せ
て
祈
願
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。﹁
盂
蘭
盆
経
﹂
の
教
説
や
「
写
経
識

語
」の
み
な
ら
ず
、
具
体
的
な
石
像
造
立
祈
願
と
関
わ
る「
七
世
父
母
」「
現
在
父
母
」

の
観
念
は
、
倭
社
会
に
も
相
当
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
と
、
推
定
で
き
よ
う
。
金

井
沢
碑
の
「
目
頬
刀
自
」
も
、
こ
う
し
た
社
会
的
共
通
観
念
の
も
と
、﹁
現
在
父
母
﹂

に
含
ま
れ
る
〝
母
〟
と
し
て
、〝
生
き
て
い
る
時
の
﹁
現
身
安
穏
﹂
と
亡
く
な
っ
た

後
の
「
速
生
浄
土
」〟
を
願
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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﹁
天
地
誓
願
﹂
の
﹁
天
地
﹂
に
つ
い
て
増
尾
氏
は
、『
万
葉
集
』
で
「
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
神
の
集
約
的
表
現
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
」「
天あ

め
つ
ち地

の
神
」（『
万
葉
集
』

巻
五
の
山
上
憶
良
「
沈
痾
自
哀
文
」
な
ど
）
に
近
い
も
の
と
し
、「
誓
願
」
は
推
古

一
三
年
（
六
〇
五
）
の
飛
鳥
寺
丈
六
仏
造
立
発
願
記
事
に
み
え
る
天
皇
～
諸
臣
の
共

同「
誓
願
」を
は
じ
め
と
し
て
、「
多
分
に
仏
教
的
な
性
格
の
語
」と
す
る
。
そ
し
て
、

金
井
沢
碑
は
「
在
地
社
会
の
祖
先
信
仰
を
下
地
と
し
な
が
ら
仏
教
が
定
着
し
て
い
く

初
期
の
様
相
」
を
示
す
、
と
結
論
づ
け
た
〔
増
尾
一
九
九
九
、二
一
八
～
二
二
一
頁
〕。

で
は
、
仏
教
が
浸
透
し
て
い
く
過
程
で
地
域
社
会
に
現
実
に
存
在
し
た「
祖
先
信
仰
」

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
を
金
井
沢
碑
の
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
に
即
し
て
考
え
よ
う
と
し
た
時
、
ま

ず
想
起
さ
れ
る
べ
き
は
、「
山
上
碑
」
に
記
さ
れ
た
祖
先
観
だ
ろ
う
。

　
〔
山
上
碑
〕

　
　

辛
己
〔
＝
巳
〕
年
集
月
三
日
記

　
　

佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
孫
黒
売
刀
自
此

　
　

新
川
臣
児
斯
多
々
弥
足
尼
孫
大
児
臣
娶
生
児

　
　

長
利
僧
母
為
記
定
文
也　
　

放
光
寺
僧

　
（
釈
文
）

　
　

辛
巳
年
集
月
三
日
記
す　

佐
野
三
家
と
定
め
賜
へ
る
健
守
命
の
孫
、
黒
売
刀
自
、
此
、
新
川
臣
の
児
、
斯

多
々
弥
足
尼
の
孫
、
大
児
臣
に
娶
い
て
生
む
児
、
長
利
の
僧
、
母
の
為
に
記
し

定
め
る
文
也
。
放
光
寺
の
僧
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
た
僧
長
利
の
母
方
・
父
方
の
系
譜
は
、
古
代
系
譜
の
定
型
的
表
現

に
の
っ
と
っ
て
、
ミ
ヤ
ケ
管
掌
者
と
し
て
の
奉
事
根
源
を
示
す
文
言
と
始
祖
的
人
物

に
ふ
さ
わ
し
い
尊
称
／
原
始
カ
バ
ネ
を
持
つ
母
方
「
佐
野
三
家
定
健
守
命
」
と
、
父

方
「
新
川
臣
児
斯
多
々
弥
足
尼
」
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
孫
で
あ
る
﹁
黒
売
刀
自
﹂
と

「
大
児
臣
」
が
、「
娶
い
て
生
む
児
」
が
自
分
＝
長
利
で
あ
る
、
と
語
る
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
放
光
寺
の
僧
と
し
て
地
域
社
会
に
お
け
る
仏
教
理
解
の
先
端
に
位
置
し
た

で
あ
ろ
う
長
利
に
と
っ
て
、「
盂
蘭
盆
経
」
に
い
う
「
現
在
父
母
」
に
あ
た
る
の
は
、

母
「
黒
売
刀
自
」
と
父
「
大
児
臣
」
で
あ
る
。
で
は
「
七
世
父
母
」
に
該
当
す
る
と

認
識
さ
れ
た
の
は
何
か
と
い
え
ば
、双
系
的
系
譜
語
り
の
形
を
と
っ
て
表
現
さ
れ
た
、

母
方
・
父
方
そ
れ
ぞ
れ
の
始
祖
と
自
分
を
つ
な
ぐ
氏
族
意
識
こ
そ
が
、
そ
れ
だ
っ
た

の
は
な
い
か
。

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
古
代
（
七
世
紀
末
以
前
）
の
系
譜
は
、
始
祖
か
ら
奉
事
根
源
で

た
ど
る
族
長
の
地
位
継
承
次
第
（
典
型
例
は
五
世
紀
の
稲
荷
山
鉄
剣
銘
系
譜
）
と
、

自
己
か
ら
遡
っ
て
二
～
三
世
代
の
父
方
・
母
方
双
方
の
祖
（
の
う
ち
の
自
分
に
と
っ

て
重
要
な
祖
）
を
「
娶
い
て
生
む
コ
」
の
定
型
句
で
つ
な
ぐ
双
系
的
系
譜
（
典
型
例

は
七
世
紀
の
天
寿
国
繍
帳
銘
系
譜
）
の
、
二
種
類
か
ら
な
る
。
支
配
層
の
男
女
は
、

双
系
的
に
遡
る
二
～
三
世
代
の
祖
（
父
母
・
祖
父
母
・
曾
祖
父
母
）
が
そ
れ
ぞ
れ
属

す
る
氏
に
潜
在
的
成
員
権
を
有
し
（
両
属
性
）、
適
宜
、
そ
の
時
の
現
実
の
権
力
関

係
／
生
活
環
境
に
応
じ
て
一
つ
の
氏
へ
の
帰
属
を
選
ぶ
（
選
択
出
自
）。
そ
こ
に
形

成
さ
れ
る
の
は
、
外
延
部（
成
員
の
範
囲
）の
曖
昧
な
可
塑
的
氏
族
構
造
で
あ
る
〔
義

江
二
〇
〇
〇
f
、
二
二
六
頁
〕。

　
「
山
上
碑
」
の
系
譜
の
人
物
は
、
い
ず
れ
も
公
的
氏
姓
で
は
な
く
系
譜
伝
承
上
の
、

ま
た
地
域
社
会
に
お
け
る
尊
称
「
命
」「
足
尼
」「
臣
」「
刀
自
」
で
記
さ
れ
て
い
る
。

僧
長
利
に
と
っ
て
は
、
そ
の
中
で
も
冒
頭
に
「
佐
野
三
家
定
賜
」（
佐
野
三
家
の
管

掌
者
と
し
て
定
め
ら
れ
た
）
と
い
う
奉
事
根
源
（
氏
族
と
し
て
の
大
王
へ
の
奉
仕
由

来
）
を
冠
し
て
掲
げ
た
「
健
守
命
」
か
ら
つ
ら
な
る
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
こ
そ
が
、
母

方
を
通
じ
て
選
び
取
っ
た
、
自
己
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
帰
属
先
だ
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
母
方
の
系
譜
を
最
初
に
語
り
、
そ
の
母
「
黒
売
刀
自
」
が
父
と
﹁
娶
し

て
生
む
児
、
長
利
僧
﹂
と
自
己
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
黒
売
刀
自
」
が
六
七
〇
年
の
庚
午
籍
な
い
し
六
九
〇
年
の
庚
寅
籍
に
お
い
て
、

い
か
な
る
氏
姓
で
記
載
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
戸
籍
上
の
氏
姓
の
如

何
に
関
わ
ら
ず
、
彼
女
は
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
一
員
で
あ
り
、
始
祖
健
守
命
に
つ
ら
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な
る
人
物
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
碑
の
立
つ
近
く
に
、
金
井
沢
碑
も
あ

る
（
古
代
で
は
多
胡
郡
〔
旧
片
岡
郡
〕
山
名
郷
）。
六
六
〇
～
六
七
〇
年
頃
に
創
建

さ
れ
た
放
光
寺
は
、
総
社
古
墳
群
を
造
営
し
た
勢
力
（

≒

後
の
上
毛
野
氏
か
）
の
手

に
な
る
と
み
ら
れ
、
中
央
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
〔
右
島
和
夫
一
九
九
四
、三
八
一
頁
、

松
田
二
〇
〇
九
、四
六
頁
、『
山
上
碑
の
世
界
』
二
五
頁
〕。
そ
こ
に
所
属
す
る
僧
で
あ
る

長
利
が
、（
あ
る
意
味
、
同
勢
力
に
よ
る
支
配
体
制
へ
の
包
摂
に
抗
っ
て
）
健
守
命

と
い
う
、
お
そ
ら
く
同
地
域
一
帯
で
よ
く
知
ら
れ
た
伝
承
上
の
英
雄
を
冒
頭
に
始
祖

と
し
て
掲
げ
て
母
を
顕
彰
し
、
そ
こ
に
つ
ら
な
る
自
己
を
誇
る
碑
を
た
て
た
の
で
あ

る
。
両
碑
の
た
つ
近
辺
こ
そ
、
ま
さ
に
健
守
命
以
来
の「
ミ
ヤ
ケ
」一
族
の
拠
点
だ
っ

た
と
想
定
で
き
よ
う
。

　
﹁
山
上
碑
﹂
で
は
、〝
始
祖
健
守
命
…
…
子
孫
・
黒
賣
刀
自
〟〝
始
祖
斯
多
々
弥
足

尼
…
…
子
孫
・
大
児
臣
〟
が
、
長
利
に
と
っ
て
、
仏
教
用
語
「
七
世
父
母
現
在
父
母
」

に
相
当
す
る
「
祖
先
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
二
つ
の
異
な
る
タ
イ
プ

の
系
譜
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
系
譜
意
識
の
も
と
に
あ
っ
た
豪
族
層
の
個
々
人
に

と
っ
て
、
具
体
的
に
祖
と
認
識
さ
れ
る
の
は
、
自
己
の
直
接
の
「
父
母
」（
か
ら
せ

い
ぜ
い
二
～
三
世
代
を
遡
る
父
母
）
と
そ
の
「
父
母
」
の
属
す
る
一
族
の
「
始
祖
」

だ
っ
た
。「
山
上
碑
」
の
系
譜
が
示
す
祖
先
観
は
、
そ
の
見
事
な
具
体
例
と
い
え
よ

う
。
外
来
の
仏
教
に
よ
っ
て
、
自
己
か
ら
遡
る
祖
先
に
「
七
世
父
母
」
と
い
う
新
た

な
名
称
／
概
念
が
与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
六
八
一
年
当
時
の
上
毛
野
地
域
に
お
い
て

は
、
そ
れ
は
い
ま
だ
定
着
し
て
お
ら
ず
、
旧
来
の
系
譜
語
り
に
置
き
換
え
て
、
受
容

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
じ
一
族
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
七
二
六
年
の
「
金
井
沢
碑
」
で
は
、「
七
世
父

母
現
在
父
母
」
概
念
の
定
着
が
み
ら
れ
、
約
半
世
紀
の
間
に
着
実
に
仏
教
的
祖
先
供

養
観
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
あ
ら
た
な
氏
姓
制
も
定
着

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
戸
籍
書
式
に
沿
っ
て
厳
密
に
父
姓
で
記
載
（
同
一
父
姓
は
省
略
）

さ
れ
て
い
る
。
戸
主
と
お
ぼ
し
き
「
三
家
子
□
」
が
、
願
主
と
し
て
本
貫
地
表
記
と

と
も
に
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
も
い
る
。
し
か
し
、
A
＝
願
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
異
姓

図 2　上野国の郡
（群馬県史編さん委員会編『群馬県史』通史 2，所載図より，
本稿関連遺跡のみを抽出掲載し，1 ～ 4 を記入して作成）

　 推定東山道
1　山王廃寺
2　山上碑
3　金井沢碑
4　多胡碑

の
子
・
孫
が
主
要
な
位
置
を
し
め
る
こ
と
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
的
氏
姓
の
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
な
い
広
義
の
双
系
的
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
ま
と
ま
り
が
、
現
実
に
は

な
お
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
＝
﹁
ミ

ヤ
ケ
﹂
一
族
の
最
長
老
女
性
が
、「
現
在
侍
家
刀
自
＝
他
田
君
目
頬
刀
自
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

先
に
紹
介
し
た
朝
鮮
の
石
像
碑
銘
に
は
、「
国
王
大
臣
及
七
世
父
母
﹂
と
は
あ
っ

て
も
、
系
譜
に
類
す
る
記
載
は
な
い
。
石
像
碑
銘
以
外
の
同
時
代
資
料
を
見
渡
し
て

も
、
倭
に
比
べ
て
格
段
に
多
数
の
石
碑
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
系
譜
的

記
載
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い

（
（5
（

。
王
権
を
中
心
す
る
支
配
層
結
集
の
シ
ス
テ
ム
と
し
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て
、
倭
社
会
に
お
け
る
「
氏
」
組
織
／
系
譜
意
識
の
重
要
性
と
独
自
性
が
、
あ
ら
た

め
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
「
誓
願
」
を
め
ぐ
っ
て
は
も
う
一
つ
、
考
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。﹁
共
同
発
願
、

以
始
造
銅
繍
丈
六
仏
像
﹂（『
日
本
書
紀
』
推
古
一
三
〔
六
〇
五
〕
四
月
辛
酉
条
）、

「
皇
后
体
不
予
、
則
為
皇
后
誓
願
之
、
初
興
薬
師
寺
」（『
同
』
天
武
九
年
〔
六
八
〇
〕

十
一
月
癸
未
条
）
の
よ
う
に
、
何
の
た
め
に
「
誓
願
」
し
て
、
何
を
す
る
の
か
を
明

記
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
他
の
﹁
誓
願
﹂
の
句
が
あ
る
仏
像
光
背
銘
や
台
座

銘
・
擦
柱
銘
な
ど
で
も
、
そ
の
銘
文
が
何
に
刻
ま
れ
て
い
る
か
を
み
れ
ば
、「
仏
菩

薩
に
対
し
て
、
造
寺
造
仏
や
設
斎
な
ど
を
通
じ
て
祖
先
供
養
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
功
徳
を
祈
念
」
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
瞭
で
あ
る
〔
増
尾
一
九
九
九
、二
二
〇

頁
〕。
と
こ
ろ
が
金
井
沢
碑
に
は
、「
天
地
誓
願
仕
奉
石
文
」
と
の
み
で
、「
七
世
父

母
現
在
父
母
」
の
た
め
に
「
天
地
誓
願
」
し
て
、
何
を
行
っ
た
の
か
が
不
明
で
あ
る
。

「
山
上
碑
」
で
も
、﹁
母
為
記
定
文
也
﹂
と
あ
る
だ
け
で
、母
の
追
善
供
養
の
た
め
に
、

何
を
行
っ
た
か
は
記
さ
れ
な
い
。
こ
れ
も
、
金
井
沢
碑
で
あ
れ
ば
願
主
グ
ル
ー
プ
の

系
譜
関
係
、「
山
上
碑
」
で
あ
れ
ば
長
利
の
母
方
（
＋
父
方
）
系
譜
を
、
石
に
刻
ん

で
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
本
拠
地
に
造
立
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
「
誓
願
」
し

て
行
な
う
べ
き
行
為
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。　
　
　
　

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
金
井
沢
碑
の
造
立
目
的
、
A
＝
願
主
グ
ル
ー
プ
の

系
譜
関
係
を
記
す
碑
文
構
成
な
ど
の
中
に
お
い
て
考
え
る
と
、「
又
知
識
所
結
人
三

家
毛
人
・
次
知
麻
呂
・
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
」
の
「
三
口
」
＝
B
（
狭
義
の
）
知
識

グ
ル
ー
プ
は
、「
又
」
字
で
願
主
グ
ル
ー
プ
（「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
中
核
部
分
）
に
は

含
ま
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
つ
つ
、
三
家
姓
を
名
乗
る
公
的
「
三
家
」
氏
の

成
員
あ
る
い
は
﹁
鍛
師
﹂
と
い
う
縁
で
、
A
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
七
世
父
母
現
在
父

母
」（

≒

「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
）
の
為
の
祈
願
に
、「
知
識
を
結
び
し
所
の
人
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

碑
文
に
み
え
る
他
田
君
・
物
部
君
・
礒
部
君
の
地
域
に
お
け
る
あ
り
方
を
考
察
し

た
竹
本
晃
氏
は
、
先
行
諸
説
を
ふ
ま
え
、『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）

11
月
戊
午
条
（「
上
野
国
甘
良
郡
人
中
衛
物
部
蜷
淵
等
五
人
、
賜
姓
物
部
公
」）
よ
り
、

「
甘
楽
郡
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
郡
で
は
、
物
部
君
（
公
）
が
郡
領
ク
ラ
ス
の
勢
力
を

も
っ
て
い
た
」、
礒
部
君
は
碓
氷
郡
礒
部
郷
に
本
拠
を
置
く
在
地
豪
族
と
考
え
ら
れ
、

金
井
沢
碑
に
み
る
よ
う
に
「
物
部
君
と
知
識
を
結
ぶ
ほ
ど
近
い
関
係
」
に
あ
っ
て
、

そ
れ
が
天
平
神
護
二
年
五
月
甲
戌
条
の
礒
部
か
ら
物
部
公
へ
の
改
姓
と
し
て
表
れ

た
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
他
田
君
は
、
上
野
東
部
地
域
の
新
田
郡
の
郡
領
ク
ラ
ス
豪

族
で
あ
り
、「
上
野
西
部
地
域
の
豪
族
が
、
東
部
地
域
の
豪
族
と
ど
の
よ
う
な
関
係

を
築
き
、
ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
西
部
地
域
に
還
元
し
た
か
」
が
今
後
の
課
題
だ

と
し
た
〔
竹
本
二
〇
一
五
〕。

　

金
井
沢
碑
は
、
上
野
国
西
部
地
域
に
本
拠
を
も
つ
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
が
、
婚
姻
を

通
じ
て
、
双
系
的
血
縁
関
係
を
ベ
ー
ス
と
す
る
密
接
な
関
わ
り
を
東
部
地
域
（
の
他

田
君
氏
）と
の
間
に
も
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
、
如
実
に
示
す
資
料
と
い
え
る
。「
他

田
君
目
頬
刀
自
」
が
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
の
「
家
刀
自
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
、（
従

来
の
諸
説
が
漠
然
と
前
提
し
て
い
た
よ
う
に
）
他
地
域
か
ら
婚
入
し
て
き
た
女
性

（「
三
家
子
□
」
の
妻
に
せ
よ
母
に
せ
よ
）
と
み
る
の
で
は
な
く
、
広
義
の
「
ミ
ヤ
ケ
」

一
族
の
中
核
に
す
え
て
考
察
す
る
視
点
の
必
要
性
を
、
本
稿
で
は
述
べ
た
。

お
わ
り
に
―
ま
と
め
と
課
題

以
上
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

① 

金
井
沢
碑
文
に
は
、
当
地
域
に
長
年
に
わ
た
っ
て
浸
透
し
て
い
た
戸
籍
書
式
、

七
世
紀
以
来
の
系
譜
様
式
、
そ
し
て
新
た
に
流
入
し
た
仏
教
経
典
の
経
説
、
供

養
願
文
書
式
等
が
複
合
的
に
影
響
し
て
お
り
、
そ
の
点
を
ふ
ま
え
た
考
察
が
必

要
で
あ
る
。

② 
金
井
沢
碑
お
よ
び
山
上
碑
の
建
立
地
は
多
胡
郡
（
旧
片
岡
郡
）
山
部
郷
で
あ
り
、

そ
こ
が
広
義（
異
姓
の
双
系
血
縁
者
を
含
む
）の「
ミ
ヤ
ケ
」一
族
の
本
拠
地
だ
っ

た
と
推
定
さ
れ
、
故
に
、
そ
こ
か
ら
は
離
れ
た
「
羣
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
」
を
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本
貫
地
と
す
る
願
主「
三
家
子
□
」は
、
郷
里
制
下
の
直
近
戸
籍（
養
老
五
年
籍
）

に
従
っ
た
正
確
な
本
貫
地
を
、
あ
え
て
碑
文
冒
頭
に
明
記
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

③ 「
現
在
侍
家
刀
自
」は
、「
仏
説
盂
蘭
盆
経
」に
い
う「
現
在
父
母
」の
一
人
と
し
て
、

「
三
家
子
□
」
の
生
存
す
る
﹁
母
﹂
を
含
む
母
世
代
の
近
親
老
女
で
あ
り
、
戸
令

給
侍
条
を
参
照
す
る
と
、「
三
家
子
□
」
が
「
侍
」
と
し
て
仕
え
る
、
高
齢
の
「
ミ

ヤ
ケ
」
一
族
長
老
女
性
だ
っ
た
、
と
推
定
さ
れ
る
。

④ 

﹁
加
那
刀
自
﹂
は
「
目
頬
刀
自
」
の
児
で
は
な
く
、「
三
家
子
□
」
の
児
で
あ
る
。

「
物
部
午
足
」
等
キ
ョ
ウ
ダ
イ
も
第
一
義
的
に
は
「
三
家
子
□
」
の
「
孫
」
で
あ
り
、

加
那
刀
自
の
子
と
一
応
は
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
姉
妹
の
子
の
可
能
性
も
あ
る
。

⑤ 

七
世
紀
末
ま
で
の
豪
族
層
男
女
は
、
伝
承
上
の
始
祖
と
子
孫
を
直
結
す
る
氏
族

の
系
譜
意
識
と
、
自
己
の
父
母
に
つ
ら
な
る
二
～
三
世
代
の
身
近
な
双
系
的
血

縁
意
識
の
並
存
の
中
で
生
き
て
い
た
。
仏
教
用
語
「
七
世
父
母
現
在
父
母
」
は

そ
こ
に
新
た
な
祖
先
観
を
も
た
ら
し
た
が
、
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
前
半
の
上

毛
野
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
旧
来
の
系
譜
語
り
の
祖
先
観
に
重
ね
合
わ
せ

る
形
で
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　　

公
的
な
﹁
三
家
﹂
姓
の
父
系
的
枠
組
み
と
異
姓
者
を
含
む
現
実
の
双
系
的
一
族
結

合
と
の
ズ
レ
、
そ
こ
に
国
家
的
諸
制
度
の
影
響
が
か
ら
ま
り
つ
つ
、
仏
教
的
祖
先
観

が
浸
透
し
て
い
く
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
の
地
域
社
会
の
実
相
を
考
え
る

上
で
、
山
上
碑
と
金
井
沢
碑
は
、
ま
こ
と
に
好
個
の
資
料
で
あ
る
。

（
1
）　

か
つ
て
は「
上
野
国
山
名
村
碑
」「
高
田
里
結
知
識
碑
」と
も
い
わ
れ
た
。
高
崎
市
山
名
町
在
。

最
新
の
図
録
に
多
胡
碑
記
念
館
編
『
金
井
沢
碑
の
遺
産
』〔
二
〇
二
〇
〕
が
あ
る
。

（
2
）　

一
般
に
は
「
山
ノ
上
碑
」
の
名
称
で
知
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
史
跡
指
定
名
称
の｢

山
上

碑｣

を
用
い
る
。
高
崎
市
山
名
町
在
。
最
新
の
図
録
に
多
胡
碑
記
念
館
編
『
山
上
碑
の
世
界
』

〔
二
〇
一
八
〕
が
あ
る
。

（
3
）　

田
中
卓
氏
は
、｢

娶
生
児｣

な
ど
の
用
字
法
、「
美み

の之
国｣

の
国
名
表
記
な
ど
に
は
「
古
文
と

註

し
て
の
要
素
」
が
備
わ
り
、｢

延
暦
な
い
し
そ
れ
以
前
の
も
の
と
認
め
て
差
し
支
へ
な
い｣

と

す
る
〔
田
中
一
九
八
六
、
四
六
九
～
四
七
〇
頁
〕。｢

阿
牟
田
刀
自｣

に
関
わ
る
記
載
は
、「
別

豊
耳
命
、
娶8

国
主
神
児
阿
牟
田
刀
自
、
生
児

4

4

小
牟
久
君｣

で
、「
娶
生
児｣

の
古
系
譜
様
式
に

か
な
っ
て
い
る
。

（
4
）　
「
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
卓
一
九
八
六
、
お
よ
び
佐
伯
有
清

一
九
七
五
、一
九
八
四
参
照
。
佐
伯
一
九
八
四
に
よ
れ
ば
、
八
世
紀
前
半
以
前
に
相
当
す
る
部

分
は
、
八
世
紀
末
以
前
に
作
成
さ
れ
た
古
系
譜
に
基
づ
く
。
な
お
、
系
譜
様
式
か
ら
み
た
「
古

志
」
の
段
落
構
成
、
お
よ
び
第
二
五
代
「
久
治
良
臣
」
と
第
二
六
代
「
都
牟
自
臣
」
の
箇
所
に
、

も
っ
と
も
現
実
的
伝
承
の
要
素
の
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
義
江
二
〇
〇
〇
d
、
九
九

～
一
〇
四
頁
。

（
5
）　
「
古
志
」
で
は
、
允
恭
朝
に｢

気
吹
部
臣｣

の
姓
を
賜
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
以
前
を
「
＊
＊

宿
祢
」、
以
後
を
「
臣
」
と
書
き
分
け
て
い
る
が
、「
若
子
臣
」「
馬
養
臣
」
と
あ
る
よ
う
に
、

こ
こ
に
お
け
る
「
臣
」
は
男
性
個
人
名
に
つ
け
ら
れ
た
尊
称
で
あ
る
。

（
6
）　

御
野
国
戸
籍
で
は
、
戸
主
の
男
系
親
族
は
父
姓
継
承
の
原
則
の
も
と
、
姓
の
記
載
は
省
略
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
戸
主
の
母
、
妻
妾
、
姉
妹
の
子
な
ど
に
は
姓
を
記
載
す
る
。

（
7
）　

実
名
＋｢

刀
自｣

の
他
に
、
ヤ
ケ
名
＋
「
刀
自
」
の
例
と
し
て
「
五
百
重
娘
（
中
臣
鎌
足
の

娘
、
天
武
キ
サ
キ
）」
＝
「
大
原
大
刀
自
」、
地
名
＋
「
刀
自
」
の
例
と
し
て
、「
吉
川
大
刀
自
」

（
播
磨
国
風
土
記
美
囊
郡
吉
川
里
）
な
ど
が
あ
る
。
自
己
の
ヤ
ケ
を
所
持
し
、
あ
る
い
は
地
域

を
統
括
し
た｢

刀
自｣

の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
令
制
キ
サ
キ
称
号
の
一
つ
と
し
て
の
「
夫
人
」

（
和
訓
オ
ホ
ト
ジ
）
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。｢

妃
某
姓
邑
刀
自｣

か
ら
以
後
は
「
某
姓
」

を
除
け
と
の
勅
（『
類
聚
符
宣
抄
』
六
、
少
納
言
職
掌
、
弘
仁
八
年
六
月
二
三
日
勅
）
は
、
出

身
氏
族
名
を
付
し
て
例
え
ば
「
妃
大
伴
邑
刀
自
（
大
刀
自
）」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
古
代
的
キ

サ
キ
の
あ
り
方
―
―
出
身
氏
族
の
女
性
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ヤ
ケ
の
一
つ
を
受
け
継
ぎ
経
営
し
、

そ
こ
を
キ
サ
キ
の
宮
と
す
る
―
―
が
、
九
世
紀
初
頭
で
最
終
的
に
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
の
だ
ろ
う
〔
義
江
二
〇
一
七
b
、
二
八
六
頁
〕。　

（
8
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
一
︱
三
〇
五
～
三
〇
八
頁
。
同
「
戸
籍
」
を｢

戸
口
損
益
帳｣

と

み
る
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
御
野
国
戸
籍
書
式
と
の
類
同
／
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
岸
俊
男

一
九
七
三
参
照
。

（
9
）　

男
女
の
王
族
に
共
通
す
る
称
号
だ
っ
た
「
王
」（
ミ
コ
）
が
、
七
世
紀
末
に
皇
子
／
王
（
ミ

コ
）
と
皇
女
／
女
王
（
ヒ
メ
ミ
コ
）
に
分
化
し
、
そ
れ
は
任
官
・
賜
禄
等
に
お
け
る
男
女
別

の
法
制
化
と
連
動
し
て
い
た
。
同
様
に
、
戸
籍
に
お
け
る
女
性
名
接
尾
辞
「
賣
」
の
付
加
は
、

租
税
徴
収
・
兵
士
役
等
の
国
家
的
負
担
の
男
女
別
設
定
と
連
動
す
る
。
そ
の
意
味
で
、「
ヒ
メ
」

「
メ
」
は
、
集
団
的
に
生
存
し
、
そ
の
一
員
と
し
て
仕
奉
・
貢
納
を
行
っ
て
き
た
人
々
に
つ
い

て
、
一
人
一
人
の
セ
ッ
ク
ス
を
生
物
的
に
判
定
し
、〝
男
〟〝
女
〟
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
二
区
分

し
て
公
的
に
登
録
す
る
際
に〝
女
〟に
の
み
付
し
た
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
記
号
」の
一
種
で
あ
る〔
義

江
二
〇
〇
五
、
一
四
六
～
一
五
二
頁
〕。
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（
10
）　
「
＊
＊
刀
自
メ
」
の
名
前
の
全
盛
期
に
は
、
婢
に
も
こ
の
タ
イ
プ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
そ
の

背
景
と
し
て
は
、
角
田
氏
も
い
う
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
古
代
に
お
い
て
は
奴
婢
と
一
般
公
民

の
社
会
的
格
差
が
乏
し
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
〔
角
田
一
九
八
〇
、一
〇
八
頁
〕。
日
本
古

代
の
奴
婢
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
榎
本
淳
一
・
二
〇
一
九
参
照
。

（
11
）　

尾
崎
喜
左
雄
一
九
七
〇
を
は
じ
め
、
種
々
の
読
解
と
そ
れ
に
基
づ
く
系
譜
関
係
復
元
が
な
さ

れ
て
き
た
。
主
要
な
先
行
所
説
―
尾
崎
喜
左
雄
・
関
口
裕
子
・
義
江
明
子
・
服
藤
早
苗
・
東
野

治
之
・
平
川
南
・
高
取
正
男
―
の
論
拠
と
復
元
案
は
、
勝
浦
二
〇
〇
〇
、
三
九
七
～
四
〇
二

頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
網
羅
的
に
逐
一
検
討
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
勝

浦
新
説
の
提
起
を
受
け
て
「
現
在
侍
家
刀
自
」
の
再
検
討
を
行
う
上
で
必
要
な
限
り
で
、
と

り
あ
げ
る
。

（
12
）　

勝
浦
氏
は
、「
乙
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
、『
寧
楽
遺
文
』
の
「
若
」
の
方
が
可
能
性
が
高
い

と
考
え
「
□

（
若
カ
）」

と
す
る
〔
勝
浦
二
〇
〇
〇
、
三
七
九
～
三
八
〇
頁
〕。
乙
／
若
の
い
ず
れ
で
あ
っ

て
も
、「
次
」
字
が
示
す
よ
う
に
、「

刀
自
」
と
「

」
字
を
共
有
す
る
（
同
母
の
）
妹
で
あ

る
。
一
般
に
は｢

乙｣
と
読
ま
れ
て
お
り
、
私
見
で
も
そ
の
方
が
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
が
、

本
稿
の
論
旨
に
は
影
響
が
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず｢

乙
（
若
）」
と
し
て
論
を
す
す
め
る
。

（
13
）　

九
世
紀
半
ば
成
立
の
『
海
部
氏
系
図
』
は
、
出
自
系
譜
で
は
な
く
「
児
＊
＊
―
―
児
＊
＊
―

―
」
で
つ
な
が
れ
た
地
位
継
承
次
第
な
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら｢

次｣

字
は
な
い
。
一

箇
所
だ
け
み
ら
れ
る
二
名
の
兄
弟
記
載
「
弟
＊
＊
」
は
、
あ
と
か
ら
の
挿
入
部
分
で
あ
る
（
義

江
二
〇
〇
〇
a
、
三
二
～
三
三
頁
、
同
二
〇
〇
〇
a'
、
五
六
～
五
七
頁
）。『
和
気
氏
系
図
』
の

「
次
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
後
述
す
る
。

（
14
）　｢

上
宮
記
逸
文
所
引
一
云｣

系
譜
で
は
、
女
性
は
尊
貴
性
を
示
す
場
合
に
「
王
」「
比
弥
命
」

が
例
外
的
に
使
わ
れ
、
他
は｢

郎
女｣

「
比
弥
」
で
あ
る
。『
古
事
記
』
天
皇
系
譜
の
よ
う
な

統
一
性
は
み
ら
れ
な
い
。

（
15
）　

継
体
天
皇
の
父
方
／
母
方
を
記
す
『
釈
日
本
紀
』
所
引
『
上
宮
記
』
逸
文
は
、
全
体
の
成
立

は
記
紀
以
後
と
み
ら
れ
る
が
、
異
な
る
系
譜
伝
承
素
材
が
不
統
一
な
ま
ま
に
混
在
・
接
合
さ

れ
て
い
て
、
こ
の
箇
所
（
矢
嶋
泉
氏
の
い
う
A 

a
）
は
、
素
材
資
料
と
し
て
「
記
紀
に
対
す
る

先
行
性
を
認
め
得
る
」
と
い
う
〔
矢
嶋
一
九
九
七
、
五
・
一
一
頁
〕。

（
16
）　

兄
弟
姉
妹
の
呼
び
方
に
お
け
る
男
称
・
女
称
の
区
別
は
、
七
〇
二
年
の
御
野
国
戸
籍
で
は
明

確
で
、
男
か
ら
み
た
姉
妹
は
す
べ
て
「
妹
」、
女
か
ら
み
た
妹
は
全
て
「
弟
」
で
族
柄
表
記
が

な
さ
れ
て
い
る
。
七
二
一
年
の
下
総
国
戸
籍
で
は
、
男
か
ら
み
た
「
姉
」、
女
か
ら
み
た
「
妹
」

表
記
が
一
部
に
表
れ
、
七
三
〇
年
代
の
『
令
集
解
』「
古
記
」
で
は
後
者
の
用
法
を
記
す
。
こ

れ
ら
か
ら
み
て
、
お
よ
そ
七
二
〇
年
代
か
ら
七
三
〇
年
代
に
男
称
・
女
称
の
区
別
は
消
え
て

い
く
〔
布
村
一
九
九
四
、
八
四
～
八
七
頁
、
九
七
～
九
九
頁
〕。

（
17
）　

敏
達
の
次
の
用
明
段
の
系
譜
で
は
、
所
生
子
の
出
生
順
序
列
語
に
一
例
、「
当
麻
飯
女
之
子

と
娶
し
て
生
む
御
子
、
当
麻
王
、
次4

に
妹4

須
賀
志
呂
古
郎
女
」
と
い
う
形
で
、「
次
」・「
妹
」

語
が
重
層
し
て
み
ら
れ
る
。
須
賀
志
呂
古
郎
女
の
と
こ
ろ
に
は
、
素
材
と
な
っ
た
古
系
譜
の

用
語
「
妹
」
字
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
須
加
志
呂

古
郎
女
」
は
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
酢
香
手
姫
皇
女
」
だ
が
、
ス
カ
テ
（
コ
）
郎
女
が
本
来

の
称
だ
ろ
う
。｢

酢
香
手
姫｣

の｢

ヒ
メ｣

に
つ
い
て
は
、
義
江
二
〇
一
五
、
九
頁
参
照
。

（
18
）　

八
世
紀
初
（
大
宝
）
以
前
の
成
立
と
さ
れ
る
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
系
譜
部
分
（
い
わ
ゆ

る
第
一
部
）
も
同
様
に
、「
娶
生
児

4

4

4

＊
＊
王
、
次4

＊
＊
王
、
次4

＊
＊
王
」
の
様
式
で
あ
る
。
た

だ
し
本
文
で
既
述
の
如
く
、
女
性
に
つ
い
て
「
＊
＊
王
」
と
「
＊
＊
女
王
」
の
表
記
が
混
在
す

る
の
で
、
男
女
を
区
別
せ
ず
「
王
」
と
す
る
『
古
事
記
』
系
譜
よ
り
は
新
し
い
。「
娶
生
」
様

式
を
双
系
的
系
譜
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
義
江
二
〇
〇
〇
b
参
照
。

（
19
）　

義
江
一
九
八
六
付
載
『
和
気
系
図
』
参
照
。

（
20
）　

杉
本
一
樹
二
〇
〇
一
、
五
二
三
頁
。

（
21
）　

敦
煌
発
見
の
西
涼
建
初
十
二
年（
四
一
六
）籍
断
簡
に
は
、キ
ョ
ウ
ダ
イ
四
名
を
横
四
行
に「
息

男
A
年
十
七
／
A
男
弟
4

4

B
年
十
／
B
女
妹
4

4

C
年
六
／
C
男
弟
4

4

D
年
二
」（
A
～
D
は
人
名
を
筆

者
が
略
記
し
た
）
と
記
す
例
が
あ
る
〔
池
田
温
一
九
七
一
・
録
文
一
©
、
10
～
13
行
一
四
七
頁
、

井
上
亘
二
〇
〇
三
、
四
二
〇
頁
、
小
林
洋
介
二
〇
〇
五
、四
頁
〕。
直
前
の
人
名
を
繰
り
返
し
た

上
で
「
男
弟
／
女
妹
」
語
を
冠
し
た
人
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
明
ら
か
に
、
親
か
ら
み
た
出

生
順
記
載
で
は
な
く
キ
ョ
ウ
ダ
イ
順
序
列
記
載
で
あ
る
。
な
お
、直
前
の
人
名
を
繰
り
返
す「
数

珠
繋
ぎ
」
の
記
載
方
法
は
、
冊
簡
の
綴
紐
が
切
れ
て
順
序
が
前
後
し
た
場
合
に
原
状
に
戻
し

や
す
く
す
る
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
池
田
温
一
九
七
一
・
概
観
、
三
五
頁
〕。

（
22
）　

雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
「
封
診
式
封
主
条
」〔『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
〕

に
引
用
さ
れ
た
戸
籍
に
は
、「
子4

大
女
子
某
・
子4

小
男
子
某
」
と
あ
り
、
子
供
を
男
女
別
で
は

な
く
、
年
齢
区
分
順
（
出
生
順
）
で
記
載
す
る
〔
前
註

（21）
井
上
二
〇
〇
三
、
四
一
三
頁
〕。
親

か
ら
み
た
「
子
」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
上
で
、
女
・
男
の
順
で
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
て
、

後
世
の
西
涼
籍
と
は
異
な
り
、「
弟
／
妹
」
と
い
っ
た
キ
ョ
ウ
ダ
イ
順
序
列
語
は
な
い
。

　
　
　

井
上
氏
・
小
林
氏
の
論
考
は
、
中
国
の
出
土
戸
籍
史
料
と
対
照
し
て
日
本
の
戸
籍
書
式
の
特

色
を
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
し
、
男
女
混
合
の
出
生
順
記
載
、
前
行
記
載
人
物
と
の
関
係
で
記
す

と
い
う
特
色
の
共
通
性
に
も
注
目
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
親
か
ら
み
た
出
生
順
序
列
語
と
キ
ョ

ウ
ダ
イ
順
序
列
語
と
の
原
理
的
違
い
、
お
よ
び
「
次
」
語
の
独
自
性
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察

は
な
い
。
犬
飼
隆
氏
は
、
中
国
の
史
書
に
は
「
次
」
字
で
兄
弟
・
姉
妹
の
次
序
を
あ
ら
わ
す

こ
と
が
あ
る
が
、
籍
帳
類
に
は
な
く
、
美
濃
（
御
野
）
戸
籍
の
「
次
」
字
は
、『
古
事
記
』
等

の
用
法
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、「
本
来
は
、
男
女
の
別
な
く
出
生
順
に
「
つ
ぎ
に
…
つ
ぎ
に
…

つ
ぎ
に
」
と
認
識
し
て
い
た
日
本
語
の
発
想
を
反
映
し
た
も
の
」（
犬
飼
二
〇
一
一
、一
四
二
頁
）

と
す
る
。

（
23
） 

岸
俊
男
氏
が
す
で
に
指
摘
し
た
和
銅
元
年
の
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
〔
岸
一
九
七
三
〕
に
加
え

て
、
和
銅
七
年
籍
の
抜
書
と
み
ら
れ
る
多
賀
城
跡
戸
籍
抜
書
木
簡
お
よ
び
養
老
五
年
以
前
と

推
定
さ
れ
る
山
王
遺
跡
計
帳
様
文
書
。

（
24
） 「
嶋
評
戸
口
変
動
記
録
木
簡
」
に
つ
い
て
は
、
坂
上
二
〇
一
三
参
照
。
坂
上
氏
は
同
木
簡
の
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記
述
内
容
を
六
九
一
年
な
い
し
六
九
七
年
の
も
の
と
し
、
書
式
に
つ
い
て
は
、
男
女
別
記
載

と
「
次
」
字
は
御
野
国
戸
籍
の
様
式
に
通
じ
、「
丁
女
」「
老
女
」
は
西
海
道
型
の
特
徴
（
御

野
国
戸
籍
で
は
「
正
女
」「
次
女
」）
だ
が
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
に
は
「
正
女
」「
老
女
」
が

あ
り
、
全
体
と
し
て
は
同
木
簡
の
前
提
と
す
る
戸
籍
は
「
御
野
型
に
極
め
て
近
い
も
の
で

あ
っ
た
」
と
す
る
。「
政
丁
」
の
記
載
も
御
野
国
戸
籍
の
「（
上
・
中
・
下
）
政
戸
」
に
通
じ
、

「
負
担
〔
政
〕
に
堪
え
る
者
」
と
い
う
意
味
で
、
日
本
独
自
の
用
法
と
推
測
さ
れ
る
〔
坂
上

二
〇
一
三
、
一
六
八
・
一
七
一
頁
〕。

（
25
） 

御
野
国
加
毛
郡
半
布
里
上
政
戸
県
主
族
安
麻
呂
戸
「
下
々
戸
主
安
万
侶　

年
卌
四　

正
丁　

鍛
」（
六
七
頁
）。

（
26
）
小
口
雅
史
氏
は
、
御
野
国
型
書
式
の
男
女
別
丁
中
別
に
つ
い
て
、
前
秦
～
西
涼
・
北
涼
籍
の

影
響
と
し
た
上
で
、「
男
女
を
ま
ず
分
け
、
冒
頭
の
集
計
部
が
く
る
御
野
型
書
式
」
は
軍
事
的

利
便
性
が
高
い
の
に
、
な
ぜ
軍
事
的
要
地
の
西
海
道
で
あ
え
て
そ
れ
を
避
け
た
の
か
は
疑
問

と
す
る
〔
小
口
二
〇
一
八
、
三
八
三
頁
〕。 

坂
上
氏
も
同
様
の
疑
問
を
呈
し
て
い
る
〔
坂
上

二
〇
一
三
、
一
七
一
頁
〕。
な
お
平
川
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
西
国
に
お
け
る
白
村
江
敗
戦
の

打
撃
の
大
き
さ
に
よ
る
兵
士
徴
発
の
困
難
さ
、
他
方
で
の
東
山
道
に
お
け
る
蝦
夷
「
征
討
」
へ

の
兵
士
派
遣
の
継
続
、
を
背
景
と
し
て
推
定
す
る
〔
平
川
二
〇
一
四
b
、
三
六
～
三
七
頁
〕。

（
27
） 

勝
浦
説
の
後
に
、
東
野
氏
と
と
も
に
碑
文
を
実
見
観
察
し
た
松
田
猛
氏
は
、「
や
は
り
「
三
家

子
孫
」
と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
」
と
す
る
〔
松
田
猛
二
〇
〇
九
、一
二
四
頁
〕。

た
だ
し
松
田
氏
も
認
め
る
よ
う
に
、
勝
浦
氏
は
た
と
え
文
字
が
「
子
孫
」
で
あ
っ
て
も
男
性

名
で
あ
る
可
能
性
は
残
る
と
し
て｢

子
孫
女｣

な
る
女
性
名
を
例
示
す
る
と
と
も
に
、
願
文

構
成
上
、願
主
名
の
位
置
に
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
〔
勝
浦
二
〇
〇
〇
、
三
八
八
・
三
九
七
頁
〕。

ま
た
同
様
に
実
見
を
行
っ
た
竹
本
晃
氏
は
、「｢

孫｣

は
釈
読
し
な
い
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ

れ
た
」｢

子
偏
と
断
定
す
る
こ
と
は
避
け
た
い｣

と
し
、
結
果
と
し
て
勝
浦
氏
の
読
み
を
支
持

し
て
い
る
〔
竹
本
二
〇
一
五
、
三
九
頁
〕。

（
28
）　

以
下
、
丸
数
字
で
あ
げ
る
写
経
識
語
／
造
像
記
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
『
寧
楽
遺
文
』
の
頁
を

「
寧
楽
︱
」
で
示
し
た
の
ち
、『
上
代
写
経
識
語
注
釈
』
収
載
の
も
の
は
「
注
釈
︱
」
で
そ
の

頁
数
を
記
す
。『
上
代
写
経
識
語
注
釈
』
は
、『
奈
良
朝
写
経
』
の
写
真
図
版
に
従
い
、
識
語

本
文
を
翻
刻
し
注
釈
を
付
す
。『
奈
良
朝
写
経
』
未
収
識
語
は
、
ロ
ー
マ
数
字
の
番
号
で
示
さ

れ
て
い
る
（
左
註
例
参
照
）。

（
29
）　
『
奈
良
朝
写
経
』
未
収
Ⅱ
と
し
て
『
注
釈
』
四
六
四
頁
に
載
せ
る
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書

館
蔵
「
瑜
伽
師
地
論
」
の
識
語
は
本
文
記
載
の
通
り
だ
が
、
寧
楽
︱
六
一
二
頁
所
載
の
知
恩
院

所
蔵
「
瑜
伽
師
地
論
巻
二
六
」
の
識
語
は
、「
天
平
二
年
歳
次
庚
午
九
月
和
泉
監
大
鳥
郡
日
下

部
郷
石
津
連
大
足
書
写
…
…
」
と
な
っ
て
い
て
、
所
属
地
・
年
紀
の
記
載
順
が
異
な
る
。
後

者
で
は
、「
和
泉
監
大
鳥
郡
日
下
部
郷
」
は
書
写
者
で
あ
る
石
津
連
大
足
の
本
貫
地
の
よ
う
に

読
み
取
れ
て
し
ま
う
が
、
前
者
に
よ
れ
ば
、「
書
写
石
津
連
大
足
」
か
ら
１
行
お
い
て
「
和
泉

監
大
鳥
郡
日
下
部
郷
天
平
二
年
歳
次
康
午
九
月
書
写
奉
」
と
あ
り
、「
和
泉
監
大
鳥
郡
日
下
部

郷
」
は
大
檀
越
に
率
い
ら
れ
て
写
経
事
業
に
加
わ
っ
た
「
総
知
識
七
〇
九
人
」
の
所
属
郷
表

記
で
あ
る
。

（
30
）　

天
理
図
書
館
蔵
の
原
本
を
閲
覧
し
た
角
田
洋
子
氏
は
、「
日
下
部
郷
…
…
書
写
奉
」

は
「
一
郷
を
写
経
の
主
体
と
す
る
特
異
な
形
式
」
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
〔
角
田

二
〇
一
六
、
六
二
・
七
四
頁
〕。
な
お
角
田
氏
右
掲
書
に
は
、
口
絵
と
し
て
同
瑜
伽
師
地
論
奥

抜
を
載
せ
る
。

（
31
）　
「
右
京
七
条
二
坊
黄
君
満
侶
」（
寧
楽
︱
六
一
二
頁
、
注
釈
︱
七
六
頁
）、「
左
京
八
条
二
坊
高

史
千
嶋
高
史
橘
」（
寧
楽
︱
六
一
七
頁
、
注
釈
︱
一
九
六
頁
）。

（
32
）　

霊
亀
三
（
七
一
七
）
～
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
初
頃
と
さ
れ
る
〔
鎌
田
元
一
・
二
〇
〇
一
〕。

（
33
）　
『
群
馬
県
史
』
一
九
八
一
、
資
料
編
四
︱
史
料
解
説
「
金
井
沢
碑
（
前
沢
和
之
執
筆
）」、

一
二
二
七
頁
。

（
34
）　
『
続
日
本
紀
』
和
銅
四
年
三
月
辛
亥
条
。

（
35
）　

碑
文
を
実
見
し
た
竹
本
晃
氏
は
、「
賛
」
と
読
ま
れ
て
い
る
字
は
下
半
分
の
「
貝
」
部
分
に

疑
義
が
あ
り
、「
輦
」
を
「
賛
」
と
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
「
シ
モ
ク
ル
マ
」
郷
と
読
み
、

「
群
馬
郷
」（
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
に
み
え
る
「
車
評
」）
の
一
部
か
と
す
る
。
よ
っ
て
、
碑
文

の
「
下
賛
郷
」
と
「
佐
野
三
家
」
は
つ
な
が
ら
な
い
、
と
い
う
〔
竹
田
二
〇
一
五
、
四
三
～

四
五
、
五
五
頁
〕。

（
36
）　
「
山
上
碑
」
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
義
江
二
〇
〇
〇
c
参
照
。

（
37
）　

掖
斎
は
「
為
七
世
父
母
現
在
父
母
、
見
盂
蘭
盆
経
六
朝
造
像
記
多
用
之
」
と
し
て
、
粟

原
寺
鑪
盤
銘
の
「
七
世
先
霊
」、
西
琳
寺
記
阿
弥
陀
仏
造
像
記
の
「
現
在
親
族
福
延
万
世
七

世
父
母
随
意
往
（
生
）」
の
例
を
あ
げ
る
〔
狩
谷
掖
斎
「
高
田
里
結
知
識
碑
」『
古
京
遺
文
』

一
九
六
八
、
三
九
～
四
〇
頁
〕。

（
38
）　

東
京
国
立
博
物
館
蔵
。『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
銅
仏
』
一
九
七
九
、一
四
八
～

一
四
九
・
一
七
三
～
一
七
四
頁
。

（
39
）　

古
市
晃
氏
は
、
推
古
十
四
年
の
年
紀
に
つ
い
て
は
、
福
山
敏
男
氏
の
指
摘
に
し
た
が
い
（『
元

興
寺
縁
起
』
に
よ
り
）
推
古
十
七
年
（
六
〇
九
）
と
す
る
の
が
正
し
い
と
し
た
上
で
、
中
国

南
北
朝
時
代
に
お
け
る
四
月
・
七
月
斎
会
の
盛
行
を
念
頭
に
お
く
と
、
推
古
十
七
年
に
寺
毎

の
四
月
・
七
月
斎
会
の
開
始
は
史
実
と
み
て
良
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
四
月
八
日
の
仏
誕
会

と
七
月
十
五
日
盂
蘭
盆
会
は
、
自
身
お
よ
び
現
在
父
母
の
現
世
利
益
・
過
去
七
世
父
母
の
祖

霊
供
養
を
願
う
点
で
共
通
す
る
と
す
る
〔
古
市
二
〇
〇
七
、
四
〇
・
四
四
頁
〕。

（
40
）　

玄
奘
将
来
経
典
の
漢
訳
事
業
開
始
は
唐
・
貞
観
十
九
（
六
四
五
）
以
降
で
、
飛
鳥
～
白
鳳
時

代
に
使
わ
れ
た
盂
蘭
盆
経
は
、
旧
訳
経
典
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
文
言
・
文
字
の
異

同
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
載
「
仏
説
盂
蘭
盆
経
（
西
晋
月
氏
三
蔵

竺
奉
護
訳
）」（
七
七
九
頁
）
に
よ
り
、
検
討
す
る
。「
七
世
父
母
現
在
父
母
」
に
関
わ
る
箇
所

で
の
テ
キ
ス
ト
間
の
異
同
も
あ
る
が
、
論
旨
に
は
影
響
な
い
。

（
41
）　

仏
説
盂
蘭
盆
経
は
、
餓
鬼
道
に
墜
ち
た
亡
母
を
救
済
せ
ん
と
す
る
目
連
の
孝
養
を
説
く
。
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（
42
）　

仏
説
盂
蘭
盆
経
に
み
え
る
「
現
在
父
母
」
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
は
、
田
中
禎
昭
氏
よ
り
私

信
に
て
懇
切
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
鈴
木
清
美
氏
も
経

典
跋
語
等
の
事
例
を
検
討
し
、「
現
在
父
母
」
は
「
生
存
し
て
い
る
父
母
」
と
解
す
る
〔
鈴
木

二
〇
〇
九
、
二
七
～
二
八
頁
〕。

（
43
）　

最
近
刊
の
小
倉
滋
司
・
三
上
喜
孝
編
『
古
代
日
本
と
朝
鮮
の
石
碑
文
化
』〔
二
〇
一
八
、
ｄ

六
三
頁
〕
で
は
、
金
井
沢
碑
の
【
読
み
下
し
文
】
の
中
で
当
該
箇
所
を
「
現
在
家
刀
自
に
侍

る
他
田
君
目
頬
刀
自
」
と
読
む
が
、
碑
文
構
成
か
ら
み
て
、
こ
の
読
み
下
し
語
順
に
は
や
や

疑
問
が
あ
る
。
な
お
、
伴
信
友
「
上
野
国
三
碑
考
」〔
一
九
七
七
、
六
九
一
頁
〕
に
「
侍
は
侍

養
の
義
と
き
こ
ゆ
」
と
の
重
要
な
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
い
。

（
44
）　

男
子
は
「
子
」。
西
海
道
・
下
総
型
戸
籍
で
は
「
男
」「
女
」。
た
だ
し
、
碑
文
で
は
男
子
で

あ
る
「
物
部
君
午
足
」
の
続
柄
表
記
は
「
孫
」
な
の
で
、
男
女
で
「
子
／
児
」
の
使
い
分
け

が
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、古
系
譜
の
用
法
に
し
た
が
っ
て
、

男
女
子
と
も
「
児
」
と
し
た
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
。

（
45
）　

勝
浦
氏
は
、
加
那
刀
自
を
前
妻
の
児
と
考
え
る
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
目

頬
刀
自
を
「
妻
」
と
み
る
観
点
に
立
脚
し
て
、「
第
一
案
と
し
て
は
、
目
頬
刀
自
の
連
れ
子
で

は
な
く
、
願
主
の
「
三
家
子
□
」
と
の
関
係
に
戻
っ
て
二
人
の
児
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示

す
た
め
に
「
又
」
の
字
を
入
れ
た
と
素
直
に
考
え
、実
の
母
子
関
係
に
あ
る
と
し
て
お
き
た
い
」

と
す
る
〔
勝
浦
二
〇
〇
〇
、
四
〇
一
頁
〕。
し
か
し
、本
文
で
例
示
し
た
秦
人
安
麻
呂
戸
の
「
戸

主
妻
秦
人
稲
依
賣　

児4

古
賣
…
…
」
の
よ
う
に
、「
児
」
字
だ
け
で
、
古
賣
が
戸
主
安
麻
呂
と

妻
稲
依
賣
の
二
人
の
間
の
児
で
あ
る
こ
と
は
明
確
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
も
し
目
頬
刀
自

が
「
妻
」
で
あ
れ
ば
、「
又
」
字
は
不
要
で
あ
る
。
妻
の
連
れ
子
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
加
毛

郡
半
布
里
中
政
戸
県
造
紫
の
戸
口
寄
人
田
原
部
小
山
〔
九
二
頁
〕
の
よ
う
に
、「
小
山
妻
石
上

部
大
古
賣　

亡
夫
児

4

4

4

県
主
族
粟
賣
」
と
な
る
。「
目
頬
刀
自
」
が
「
三
家
子
□
」
の
妻
で
は
な

い
と
み
て
は
じ
め
て
、「
又
」
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
整
合
的
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

御
野
国
戸
籍
に
は「
亡
妻
児
」の
表
現
は
十
例
以
上
あ
る
の
に
、「
先
妻
」の
記
載
が
な
い〔
関

口
裕
子
一
九
九
三
、
二
一
五
～
二
二
〇
頁
〕。
実
態
は
妻
妾
未
分
離
・
嫡
庶
別
未
成
立
の
社
会

で
あ
り
な
が
ら
、
戸
籍
上
で
だ
け
妻
妾
／
嫡
庶
の
区
別
を
し
た
た
め
に
、
記
載
の
ね
じ
れ
が

生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
御
野
国
戸
籍
で
は
書
式
上
、
男
子
に
つ
い
て
は
父
子
関
係
の
み
で

母
子
関
係
（
ど
の
妻
の
子
か
）
が
記
載
さ
れ
な
い
た
め
に
、
男
子
歴
名
部
で
そ
の
矛
盾
が
露

呈
し
て
い
る
、
と
み
ら
れ
る
。

（
46
）　

御
野
国
戸
籍
で
は
、「
小
刀
自
賣
」
も
「
古
刀
自
賣
」
も
、「
刀
自
賣　

次
小
／
古
刀
自
賣
」

の
形
で
姉
妹
の
排
行
型
名
と
し
て
み
え
る
の
で
、「
古
刀
自
」
の
よ
み
は
〝
フ
ル
刀
自
〟
で
は

な
く
〝
コ
刀
自
〟
だ
ろ
う
。

（
47
）　
「
負
」「

」
は
、「
刀
」
＋
「
自
」
の
合
字
。

（
48
）　

こ
の
点
は
田
中
禎
昭
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
旧
稿
で
は
、
狩
谷
掖
斎
『
箋
注
和
名
類
聚
抄
』

の
「
老
少
の
別
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
の
注
に
し
た
が
っ
た
た
め
〔
義
江
二
〇
〇
七
b
、

五
一
頁
〕、
古
語
に
よ
れ
ば
刀
自
は
老
母

≒

老
女
だ
、
と
の
『
和
名
類
聚
抄
』
の
文
意
の
重

要
性
に
思
い
至
ら
な
か
っ
た
。
古
代
社
会
の
年
齢
秩
序
を
解
明
し
た
田
中
氏
の
近
著
〔
田
中

二
〇
一
五
〕
に
ふ
れ
、
考
え
を
改
め
る
。

（
49
）　

半
布
里
上
政
戸
下
々
戸
主
県
主
族
与
津
の
母
「
穂
積
部
意
閇
賣
七
二
歳
」（
六
八
頁
）、
同
里

中
政
戸
下
々
戸
主
秦
人
弥
蘇
の
母
「
秦
人
由
良
賣
七
三
歳
」（
六
九
頁
）、
同
里
中
政
戸
下
々

戸
主
神
人
小
人
の
母
「
県
主
人
加
尼
賣
七
三
歳
」（
八
一
頁
）、
同
里
中
政
戸
下
々
戸
主
県
主

族
稲
寸
の
母
「
各
牟
勝
族
田
弥
賣
八
二
歳
（
九
一
頁
）。
ま
た
半
布
里
中
政
戸
下
中
戸
主
秦
人

多
摩
の
妻
「
秦
人
佐
理
賣
七
三
歳
」（
七
八
頁
）
も
、
夫
の
戸
主
多
摩
が
八
〇
歳
、
嫡
子
小
須

が
四
五
歳
な
の
で
、
さ
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
多
摩
死
去
後
は
、「
戸
主
」
小
須
の
「
母
」
の
位
置
づ

け
に
な
る
。

（
50
）　

春
部
里
上
政
戸
下
上
戸
主
国
造
族
加
良
安
の
姑
「
和
子
賣
七
〇
歳
」（
四
頁
）、
栗
栖
田
里
上

政
戸
下
々
戸
主
刑
部
都
ム
志
の
姑
「
身
賣
七
二
歳
」（
三
六
頁
）、
三
井
田
里
中
政
戸
下
々
戸

主
県
主
族
都
野
の
姑
「
麻
部
細
目
賣
八
二
歳
」（
五
九
頁
）、

（
51
）　

半
布
里
上
政
戸
下
上
戸
主
県
主
族
牛
麻
呂
妻
牟
下
津
大
古
賣
の
母「
秦
人
阿
古
須
賣
七
三
歳
」

（
六
一
頁
）、 

春
部
里
中
政
戸
下
々
戸
主
春
日
辛
国
兄
辛
安
の
妻
春
日
吉
嶋
賣
の
母
「
春
部
飯
手

賣
八
六
歳
」（
二
三
頁
）、半
布
里
中
政
戸
下
上
戸
主
秦
人
甲
弟
小
麻
呂
の
妻
勝
族
百
賣
の
母
「
秦

人
鳥
賣
八
一
歳
」（
八
四
頁
）。

（
52
）　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
八
年
正
月
甲
戌
条
・
同
五
月
戊
寅
条
（
薨
伝
）。

（
53
）　
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
一
年
一
二
月
壬
戌
条
「
詔
曰
、
諸
氏
人
等
、
各
定
可
氏
上
者
申
送
。

亦
其
眷
族
多
在
者
、
則
分
各
定
氏
上
。
並
申
於
官
司
。
…
…
而
非
己
族
者
、
輙
莫
附
」。

（
54
）　

旧
稿
を
二
〇
〇
七
年
刊
の
拙
著
に
収
録
す
る
に
際
し
て
、「
三
家
子
□
」
を
願
主
を
示
す
人

名
と
み
、「
現
在
侍
家
刀
自
」
＝
他
田
君
目
頬
刀
自
と
す
る
勝
浦
説
に
し
た
が
っ
て
旧
稿
の
理

解
を
改
め
る
旨
、
補
注
で
述
べ
た
。
そ
の
点
は
本
稿
に
お
い
て
も
変
わ
り
な
い
が
、
そ
の
上

で
、「
三
家
子
□
」
＋
「
目
頬
刀
自
」
夫
妻
に
、
そ
の
娘
、
さ
ら
に
娘
の
子
で
あ
る
異
姓
の
男

女
子
、
と
い
う
女
系
で
つ
な
が
る
「
六
口
」
が
祖
先
供
養
の
中
核
を
な
す
、
と
し
た
点
〔
義

江
二
〇
〇
七
b
、
七
六
頁
〕
は
、
本
稿
で
の
新
た
な
考
察
に
よ
り
、
撤
回
す
る
。｢

三
家
子
□

｣

と
「
目
頬
刀
自
」
は
夫
妻
で
は
な
く
、
供
養
の
主
体
も
、「
女
系
」
結
合
か
否
か
と
い
う
点

に
で
は
な
く
、
異
姓
者
を
含
む
広
義
の
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
に
よ
る
供
養
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
　
　

関
口
裕
子
氏
は
、「
三
家
子
□
」
を
「
三
家
し
そ
ん
」
と
読
む
旧
来
の
理
解
に
た
っ
て
、（
三

家
氏
女
性
）
―
目
頬
刀
自
―
加
那
刀
自
―
午
足
キ
ョ
ウ
ダ
イ
の
「
四
世
代
に
わ
た
る
「
母
（
女
）

系
紐
帯
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る
」
と
し
た
〔
関
口
二
〇
〇
四
、
七
六
八
頁
〕。｢

国
家
方
針
と

し
て
の
姓
の
父
系
継
承
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
現
実
の
血
縁
集
団｣

に
着
目
し
た
関
口
氏
の

慧
眼
に
多
く
を
学
び
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
「
母
（
女
）
系
紐
帯
」「
母
系
出
自
の
存
在
」

の
検
出
に
焦
点
を
あ
て
る
の
で
は
な
く
、
現
実
の
双
系
的
一
族
結
合
か
ら
公
的
父
系
氏
族
へ

の
転
換
期
に
お
け
る
、
地
域
社
会
の
様
相
と
し
て
考
察
し
た
。

　
　
　

山
上
碑
・
金
井
沢
碑
の
立
碑
を
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
に
か
け
て
の
立
評
～
建
郡
～
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郡
分
割
再
編
と
い
う
地
方
支
配
の
展
開
に
対
す
る「
三
家
」一
族
の
結
集
の
動
き
と
み
る
説（
篠

川
賢
二
〇
一
九
・
磐
下
徹
二
〇
一
八
〕、
ま
た
、
豪
族
層
の
従
来
の
祖
先
信
仰
に
仏
教
の
追
善

供
養
の
側
面
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
族
縁
的
関
係
の
強
化
を
は
か
っ
た
と
の
見
方
〔
三
舟
隆
之

一
九
九
一
〕
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、〝
異
姓
者
を
含
む
広
義
の
「
ミ
ヤ
ケ
」
一
族
〟
と
い
う

視
点
は
な
い
。

（
55
）　

前
註
（
38
）
参
照
。
朝
鮮
製
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
本
像
の
よ
う
な
小
金
銅
仏
が
倭

に
お
け
る
飛
鳥
仏
制
作
の
手
近
な
手
本
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
〔『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金

銅
仏
』
一
四
九
頁
〕。
増
尾
氏
は
同
「
光
背
」
銘
を
紹
介
す
る
が
、
考
察
は
な
い
〔
増
尾

一
九
九
九
、
二
二
三
頁
註
（
11
）〕。

（
56
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
橋
本
繁
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

参
考
文
献

池
田　

温　

一
九
七
九　
『
中
国
古
代
籍
帳
研
究
︱
概
観
・
録
文
︱
』東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所（
非

売
品
）。

井
上　

亘　

二
〇
〇
三　

新
川
登
亀
男
・
早
川
万
年
編
『
美
濃
国
戸
籍
の
総
合
的
研
究
』
東
京
堂

出
版
。

磐
下　

徹　

二
〇
一
八　
「
上
野
三
碑
試
論
」
佐
藤
信
編
『
史
料
・
史
跡
と
古
代
社
会
』
吉
川
弘
文
館
。

榎
本
淳
一　

二
〇
一
九　
「
ヤ
ツ
コ
と
奴
婢
の
間
」（
初
出
二
〇
一
八
）『
日
唐
賤
人
制
度
の
比
較
研
究
』

同
成
社
。

尾
崎
喜
左
雄　

一
九
七
〇　
「
上
野
三
碑
と
那
須
国
造
碑
」『（
旧
版
）
古
代
の
日
本
七　

関
東
』
角

川
書
店
。
左
掲
『
上
野
三
碑
の
研
究
』
に
再
録
。

　
　
　
　
　

一
九
八
〇　
「「
山
ノ
上
碑
及
び
金
井
沢
碑
の
研
究
」（
初
出
一
九
六
七
）
尾
崎
先
生
著

書
刊
行
会
編
『
上
野
三
碑
の
研
究
』。

小
口
雅
史　

二
〇
一
八　
「
日
本
古
代
戸
籍
の
源
流
・
再
論
」
佐
藤
信
編
『
律
令
制
と
古
代
国
家
』

吉
川
弘
文
館
。

小
倉
滋
司
・
三
上
喜
孝
編　

二
〇
一
八　
『
古
代
日
本
と
朝
鮮
の
石
碑
文
化
』〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
叢
書
4
〕
朝
倉
書
店
。

勝
浦
令
子　

二
〇
〇
〇　
「
金
井
沢
碑
を
読
む
」（
初
出
一
九
九
九
）『
日
本
古
代
の
僧
尼
と
社
会
』

吉
川
弘
文
館
。

鎌
田
元
一　

二
〇
〇
一　
「
郷
里
制
の
施
行
と
霊
亀
元
年
式
」（
初
出
一
九
九
一
）『
律
令
公
民
制
の

研
究
』
塙
書
房
。

岸　

俊
男　

一
九
五
六　
「
所
謂
「
陸
奥
国
戸
籍
」
残
簡
補
考
」『
続
日
本
紀
研
究
』
三-

二
。

岸　

俊
男　

一
九
七
三　
「
い
わ
ゆ
る｢

陸
奥
国
戸
籍｣

の
断
簡
」『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
塙
書

房
。
同
論
考
に
は
、〔
補
説
〕
と
し
て
一
九
五
六
年
論
文
の
概
要
を
収
め
る
（
一
七
〇

～
一
七
四
頁
）。

桑
原
祐
子　

一
九
九
一　
「「
正
倉
院
文
書
」
に
於
け
る
女
性
名
の
表
記
―
女
性
名
の
構
成
要
素
「
―

メ
」
―
」『
萬
葉
』
一
三
九
。　

小
林
洋
介　

二
〇
〇
五　
「
正
倉
院
籍
帳
と
長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡
」『
史
観
』
一
五
三
。

佐
伯
有
清　

一
九
七
五　
「
伊
福
部
臣
氏
の
系
図
」『
古
代
氏
族
の
系
図
』
学
生
社
。

佐
伯
有
清　

一
九
八
四　
「『
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
』
の
研
究
」『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究　

索
引
・

論
考
篇
』
吉
川
弘
文
館
。

坂
上
康
俊　

二
〇
一
三　
「
嶋
評
戸
口
変
動
記
録
木
簡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
木
簡
研
究
』
三
五
。

篠
川　

賢　

二
〇
一
九　
「
山
上
碑
を
読
む
︱
「
佐
野
三
家
」
を
中
心
と
し
て
︱
」（
初
出

一
九
九
九
）『
古
代
国
造
制
と
地
域
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
。

杉
本
一
樹　

二
〇
〇
一　
「
戸
籍
制
度
と
家
族
」（
初
出
一
九
八
七
）『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』
吉

川
弘
文
館
。

鈴
木
晴
美　

二
〇
〇
九　
「『
金
井
沢
碑
』拓
本
に
お
け
る「
三
家
子
孫
」の
再
検
討
」『
続
日
本
紀
研
究
』

三
八
三
。

関
口
裕
子　

一
九
九
三　
「
律
令
国
家
に
お
け
る
嫡
妻
・
妾
制
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
七
二
）『
日

本
古
代
婚
姻
史
の
研
究
』
下
、
塙
書
房
。

関
口
裕
子　

二
〇
〇
四　
「
日
本
古
代
家
族
の
規
定
的
血
縁
紐
帯
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
七
八
）『
日

本
古
代
家
族
史
の
研
究
』
下
、
塙
書
房
。

高
取
正
男　

一
九
八
二　
「
古
代
民
衆
の
宗
教
︱
八
世
紀
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
端
緒
︱
」（
初
出

一
九
五
九
）『
民
間
信
仰
史
の
研
究
』
法
蔵
館
。

竹
本　

晃　

二
〇
一
五　
「
金
井
沢
碑
か
ら
み
た
物
部
系
氏
族
の
展
開
」『
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究

協
会
研
究
紀
要
』
一
九
。

田
中　

卓　

一
九
八
六　
「『
丹
生
祝
本
系
帳
』
の
校
訂
と
研
究
―
―
新
撰
姓
氏
録
の
撰
進
に
つ
い
て

の
一
考
察
」（
初
出
一
九
五
八
）「『
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
』
の
校
訂
と
系
図
」『
田

中
卓
著
作
集
2　

日
本
国
家
の
成
立
と
諸
氏
族
』
国
書
刊
行
会
。

田
中
禎
昭　

二
〇
一
五　
『
日
本
古
代
の
年
齢
集
団
と
地
域
社
会
』
吉
川
弘
文
館
。

角
田
文
衛　

一
九
八
〇　
『
日
本
の
女
性
名
（
上
）
―
歴
史
的
展
望
』〔
教
育
社
歴
史
新
書
〈
日
本
史
〉

三
〇
〕、
教
育
社
（
の
ち
、
上
中
下
の
三
巻
を
合
冊
し
て
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
六
、

再
刊
）。

角
田
洋
子　

二
〇
一
六　
『
行
基
論
―
大
乗
仏
教
自
覚
史
の
試
み
―
』
専
修
大
学
出
版
局
。

東
野
治
之　

二
〇
〇
四　
「
上
野
三
碑
」（
初
出
一
九
九
一
）『
日
本
古
代
金
石
文
の
研
究
』岩
波
書
店
。

南
部　

曻　

一
九
九
二　
「
味
蜂
間
郡
春
部
里
戸
籍
に
み
え
る
無
姓
者
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
七
四
）

『
日
本
古
代
戸
籍
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
。

布
村
一
夫　

一
九
九
四　
『
正
倉
院
籍
帳
の
研
究
』
刀
水
書
房
。

伴　

信
友　

一
九
七
七　
「
上
野
国
三
碑
考
」『
伴
信
友
全
集
』
巻
二
〔
一
九
〇
七
年
國
書
刊
行
會
版

の
覆
刻
〕、
ぺ
り
か
ん
社
。

平
川　

南　

二
〇
一
四　

a
「
古
代
の
籍
帳
と
道
制
―
発
掘
さ
れ
た
古
代
文
書
か
ら
」（
初
出
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一
九
九
六
）
／
b
「
最
古
の
戸
籍
木
簡
―
福
岡
県
太
宰
府
市
国
分
松
本
遺
跡
第
一
三

次
調
査
出
土
第
一
号
木
簡
」『
律
令
国
郡
里
制
の
実
像
』
上
、
吉
川
弘
文
館
。

古
市　

晃　

二
〇
〇
七　
「
四
月
・
七
月
斎
会
の
史
的
意
義
―
七
世
紀
倭
王
権
の
統
合
論
理
と
仏
教
」

『
古
代
文
化
』
五
九
～
三
。

増
尾
伸
一
郎　

一
九
九
九　
「「
七
世
父
母
」
と
「
天
地
誓
願
」
―
古
代
東
国
に
お
け
る
仏
教
受
容

と
祖
先
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
―
」
あ
た
ら
し
い
古
代
史
の
会
編
『
東
国
石
文
の
古
代
史
』

吉
川
弘
文
館
。

松
田　

猛　

一
九
九
九　
「
佐
野
三
家
と
山
部
郷
―
考
古
資
料
か
ら
み
た
上
野
三
碑
―
」『
高
崎
市
史

研
究
』
一
一
。

松
田　

猛　

二
〇
〇
九　
『
上
野
三
碑　

古
代
史
を
語
る
東
国
の
石
碑
』〔
日
本
の
遺
跡
36
〕
同
成
社
。

右
島
和
夫　

一
九
九
四　
「
古
墳
か
ら
み
た
六
、
七
世
紀
の
上
野
地
域
」（
初
出
一
九
九
二
）『
東
国

古
墳
時
代
の
研
究
』
学
生
社
。

三
舟
隆
之　

一
九
九
一　
「
八
世
紀
前
半
の
地
方
仏
教
︱
「
金
井
沢
碑
文
」
を
中
心
と
し
て
︱
」
瀧

音
能
之
編
『
律
令
国
家
の
展
開
過
程
』
名
著
出
版
。

矢
嶋　

泉　

一
九
九
七　
「『
上
宮
記
』
逸
文
所
引
「
一
云
」
の
資
料
性
」『
青
山
学
院
大
学
文
学
部

紀
要
』
三
八
。

義
江
明
子　

一
九
八
六　
「
日
本
古
代
の
氏
と
「
家
」」『
日
本
古
代
の
氏
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
。

義
江
明
子　

二
〇
〇
〇
a
「
児
（
子
）
系
譜
に
み
る
地
位
継
承
」（
初
出
一
九
八
八
）
／
a'
「｢

海
部

系
図｣

の
形
式
と
系
線
」
／
b
「「
娶
生
」
系
譜
に
み
る
双
方
的
親
族
関
係
―
「
天
寿

国
繍
帳
銘
」
系
譜
―
」（
初
出
一
九
八
九
）
／
c
「「
山
の
上
碑
」
の
「
児
」「
孫
」「
娶
」」

／
d
「
出
自
系
譜
の
形
成
と
王
統
譜
―
「
伊
福
部
臣
古
志
」
と
「
粟
鹿
大
（
明
）
神
元
記
」

―
」（
初
出
一
九
九
二
）
／
e
「
冒
母
姓
改
姓
史
料
と
『
娶
生
』
系
譜
」
／
f
「
系
譜

類
型
と
「
祖お

や
の
子
」「
生う

み
の
子
」
―
非
血
縁
原
理
の
底
流
―
」（
初
出
一
九
九
二
）『
日

本
古
代
系
譜
様
式
論
』
吉
川
弘
文
館
。

義
江
明
子　

二
〇
〇
五　
『
つ
く
ら
れ
た
卑
弥
呼
―
〈
女
〉
の
創
出
と
国
家
』〔
ち
く
ま
新
書
五
二
八
〕

筑
摩
書
房
（
の
ち
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
八
で
再
刊
）

義
江
明
子　

二
〇
〇
七　

a
「
古
代
の
村
の
生
活
と
女
性
」（
初
出
一
九
九
〇
）
／
b
「「
刀
自
」
考

―
首
・
刀
自
か
ら
家
長
・
家
室
へ
―
」（
初
出
一
九
八
九
）
／
c
「
刀
自
神
考
―
生
産
・

祭
祀
・
女
性
―
」（
初
出
一
九
九
八
）「『
日
本
古
代
女
性
史
論
』
吉
川
弘
文
館
。

義
江
明
子　

二
〇
一
五　
「
伝
承
の
斎
王
―
〈
ヒ
メ
〉
名
称
を
手
が
か
り
に
―
」『
大
美
和
』
一
二
九
。

義
江
明
子　

二
〇
一
七　

a
「
王
権
史
の
中
の
古
代
女
帝
」
／
b
「
村
と
宮
廷
の
「
刀
自
」
た
ち
」（
初

出
二
〇
一
一
）『
日
本
古
代
女
帝
論
』
塙
書
房
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
編
『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
銅
仏
』
同
朋
舎
、
一
九
七
九
年
。

群
馬
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
群
馬
県
史　

資
料
編
4　

原
始
古
代
4
』
一
九
八
五
年
。

狩
谷
掖
斎
（
山
田
孝
雄
・
香
取
秀
真
編
）『
古
京
遺
文
』〔
勉
誠
社
文
庫
1
〕
勉
誠
社
、
一
九
六
八
年

（
帝
京
大
学
名
誉
教
授
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
九
月
二
四
日
審
査
終
了
）

（
初
刊
一
九
二
五
）。
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Does the Kanaizawa Stela’s Inscription Really Mean “the Wife of the 
Household?” : Challenging the “Wife” Theory through Analysis of 
Residence Unit Register Formats, Genealogy Styles, and Rural Elite 
Familial Bonds

YOSHIE Akiko

The inscription of the Kanaizama Stela, one of the three stelae of Kōzuke Province, shows 

combined influences from residence unit register formats, Buddhist dedicational text formats, old 

genealogy styles, and newly introduced Buddhist views towards ancestors. The two stelae discussed 

in this article—the Kanaizama Stela and the Yamanoue Stela—were located in the Yamabe Locality of 

the Tago District, which was used to be in the Kataoka District. The Yamabe Locality was the home of 

the rural elite familial group with the surname, Miyake （miyake in a broad sense）, but this group also 

included other surname members.

I argue that “Osada no Kimi Metsura Toji,” which was inscribed in the Kanaizama Stela, refers to 

one of the “current parents” from the Ullambana Sutra, instead of the wife of “Miyake no ko ［missing 

text］” who offered the dedicational text. In other words, Osada no Kimi Metsura Toji, who was the 

elder woman of the aforementioned Miyake rural elite group, was the dedicator’s close relative from 

his mother’s generation, or possibly his alive mother. This finding reveals the identities of other people 

listed in the inscription. “Kana Toji” was not the child of “Metsura Toji,” but the child of the dedicator. 

“Mononobe no Umatari” and his sisters were the dedicator’s grandchildren who were children of 

either Kana Toji or Kana Toji’s sister. 

Until the end of the 7th century, central and rural elite group members had a sense of genealogy 

which directly connected legendary ancestors and descendants, while having a sense of bilateral 

kinship of close relatives. Then the Buddhist term, “［praying for］ parents of seven generations and my 

own parents,” introduced to them a new view towards their ancestors. They accepted this concept by 

superimposing it on their old genealogy narrative.

There was a gap between the mechanism of official patrilineal miyake surname groups and that 

of actual bilateral groups including other surname members. This gap, being intertwined with the 

ritsuryō polity system and Buddhist ancestral ideas, transformed the elite group’s view towards 

ancestors in the rural community. Kanaizawa Stela and Yamanoue Stela are excellent examples that 

illustrate this transformation during the late 7th and early 8th centuries.

Keywords : Kanaizawa Stela, Yamanoue Stela, residence unit register of Mino Province, views towards 

ancestors, toji （the chief elder woman）


